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芥
川
龍
之
介
「
手
帳
六
」
考
続
貂 

附
図
版
・
翻
刻
・
略
注
・
筆
記
用
具
一
覧
表 

―

「
奇
遇
」
と
の
関
係
を
起
点
に
し
て―

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

章 

瑋 

 

一 

本
研
究
の
出
発
点 

 

昨
年
（
令
和
三
年
）
三
月
十
三
日
、
稿
者
は
国
際
芥
川
龍
之
介
学
会IS

A
S

第

二
回
研
究
集
会
に
お
い
て
、「
芥
川
龍
之
介 

一
九
二
一
年
の
中
国
旅
行
と
「
奇

遇
」
の
虚
実―

「
絹
帽
子
」
と
「「
雛
」
草
稿
」
の
直
筆
資
料
か
ら
見
え
る
も
の

―

」
と
題
し
て
口
頭
発
表
を

（

1

）

し
た
。
そ
の
後
、
い
た
だ
い
た
コ
メ
ン
ト
を
中
心

に
継
続
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
本
稿
は
、
主
に
五
島
慶
一
氏
の
ご
質
問
、
及
び

西
山
康
一
氏
の
ご
指
摘
を
も
と
に
調
査
し
た
成
果
報
告
に
当
た
る
。 

五
島
氏
は
、「
奇
遇
」（
『
中
央
公
論
』、
大
十
・
四
）
の
冒
頭
に
数
多
く
の
中

国
旅
行
記
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
役
割
に
つ
い
て
問
題
提
起
さ
れ
た
。
ま

た
西
山
氏
は
、
大
正
十
年
三
月
下
旬
、
芥
川
が
大
阪
に
約
一
週
間
滞
在
し
て
い

た
間
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
の
た
め
に
執
筆
し
た
作
品
が
「
仙
人
」（
『
サ
ン
デ

ー
毎
日
』、
大
十
一
・
四
・
二
）
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
同
氏
「
新

発
見
の
封
筒
が
持
つ
可
能
性 

実
物
に
よ
り
見
え
て
く
る
い
く
つ
か
の

疑
い
」

（

2

）

を
教
示
さ
れ
た
。 

西
山
氏
は
同
論
の
注
六
に
お
い
て
、
芥
川
が
残
し
た
「
手
帳
六
」
に
、「「
仙

人
」
に
関
す
る
メ
モ
が
、
中
国
旅
行
中
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
メ
モ
の
す
ぐ

前
に
置
か
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
仙
人
」
と
「
奇
遇
」
が
立
て
続
け

に
大
阪
で
執
筆
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、「
奇
遇
」
の
メ
モ
も
「
手
帳
六
」
に
書
き
込

ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
現
に
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
二
十
三
巻
（
岩

波
書
店
、
平
十
・
一
、
以
下
、
こ
の
現
行
版
全
集
を
指
す
と
き
は
『
全
集
』
と

略
記
）
の
「
手
帳
六
」
の
後
記
に
、
本
文
校
訂
を
担
当
し
た
石
割
透
氏
が
、「
こ

の
手
帳
に
記
さ
れ
た
メ
モ
と
関
わ
る
作
品
」
と
し
て
、「
奇
遇
」
を
挙
げ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

し
か
し
『
全
集
』
の
翻
刻
を
見
る
限
り
で
は
、「
奇
遇
」
に
関
わ
る
メ
モ
は
見

出
せ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
藤
沢
市
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
手
帳
六
」
の

原
資
料
を
調
査
し
、
新
た
に
翻
刻
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。

（

3

）

な
お
、
本
研
究
は

藤
沢
市
文
書
館
で
撮
影
し
た
「
手
帳
六
」
の
写
真
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
画
像
編

集
ソ
フ
トP

h
o

to
sh

o
p

を
用
い
て
色
調
を
補
正
し
た
上
で
翻
刻
し
た
。
資
料
調

査
・
撮
影
に
あ
た
り
、
同
館
学
芸
員
の
中
村
修
氏
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
各
位

か
ら
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

た
い
。 
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二 

『
全
集
』
本
文
の
漏
れ 

 
先
に
結
論
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
西
山
氏
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
「
手
帳
六
」
の
調
査
を
通
し
て
、『
全
集
』
本
文
に
収
録
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
「
奇
遇
」
関
係
の
メ
モ
を
発
見
し
た
。
そ
れ
が
偶
然
に
も
五
島
氏
へ
の
回

答
の
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
五
島
氏
は
「
奇
遇
」
の
冒
頭
で
列
挙
さ
れ
る
複
数
の

中
国
旅
行
記
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
漢
学

者
で
あ
る
岡
鹿
門
（
千
仭
）
の
著
書
『
観
光
紀
游
』（
明
十
九
・
八
）
が
含
ま
れ

て
い
る
。
今
回
「
手
帳
六
」
の
原
資
料
を
調
査
し
た
際
に
、『
観
光
紀
游
』
を
示

す
メ
モ
「
岡 

𢈘
門
著 

観
光
紀
游
」

（

4

）

を
発
見
し
た
が
、『
全
集
』
の
翻
刻
で
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
「
奇
遇
」
で
言
及
さ
れ
る
旅
行
記
の
う
ち
、『
日
本

近
代
文
学
館
所
蔵
資
料
目
録
二 

芥
川
龍
之
介
文
庫
目
録
』（
昭
五
十
二
・
七
）

の
中
に
、
同
書
（
明
二
十
五
・
十
一
再
版
）
の
み
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
も
注
目

に
値
し
よ
う
。 

「
奇
遇
」
の
主
人
公
で
あ
る
「
小
説
家
」
は
、『
観
光
紀
游
』
を
含
め
た
旅
行

記
を
、
出
発
ま
で
に
「
ま
だ
一
冊
も
読
ま
な
い
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
芥
川

は
『
観
光
紀
游
』
を
所
蔵
し
て
お
り
、
大
阪
で
執
筆
し
た
「
奇
遇
」
に
同
書
の

書
名
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、「
手
帳
六
」
中
の
す
で
に
出
航
後
と
思
わ
れ
る

ペ
ー
ジ
に
該
当
メ
モ
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
芥
川
は

出
発
前
に
同
書
を
読
み
（
事
前
に
読
ま
な
け
れ
ば
、
現
地
の
中
国
で
思
い
出
し

な
が
ら
手
帳
に
書
き
込
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
）
、
一
貫
し
て
同
書

に
興
味
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

こ
の
こ
と
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
れ
ば
、「
奇
遇
」
と
『
観
光
紀
游
』
、
並
び
に

芥
川
が
旅
行
か
ら
帰
国
後
、「
手
帳
六
」
を
参
照
し
な
が
ら
執
筆
に
取
り
か
か
っ

た
「
上
海
游
記
」（「
大
阪
毎
日
新
聞
」、
大
十
・
八
・
十
七
〜
同
九
・
十
二
）
を

は
じ
め
と
す
る
中
国
旅
行
記
と
の
関
係
を
、
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
と
し
た

い
。 話

題
を
「
手
帳
六
」
に
戻
す
と
、
右
に
述
べ
た
『
全
集
』
に
お
け
る
「
岡 

𢈘

門
著 

観
光
紀
游
」
の
翻
刻
漏
れ
、
及
び
「
手
帳
六
」
と
「
奇
遇
」
と
の
関
係

は
、
水
沢
不
二
夫
氏
が
夙
に
指
摘
し
て
い
た
。
水
沢
氏
は
「
手
帳
六
、
七
」
の

再
翻
刻
に
取
り
組
み
、「
芥
川
全
集
「
手
帳
（
六
・
七
）」
未
収
録
分
」
の
注
九

に
お
い
て
、
岡
千
仭
の
紹
介
と
と
も
に
、「『
観
光
紀
游
』
は
「
奇
遇
」
に
所
出
。

芥
川
が
旅
行
前
に
関
心
を
持
っ
た
観
光
案
内
書
の
一
つ
」

（

5

）

と
説
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
遡
れ
ば
、
石
割
氏
は
前
述
し
た
『
全
集
』
の
後
記
に
お
い
て
、「
手
帳
六
」

に
「
記
さ
れ
た
メ
モ
と
関
わ
る
作
品
」
と
し
て
「
奇
遇
」
を
挙
げ
て
い
た
。
そ

れ
は
同
氏
が
実
際
に
「
手
帳
六
」
の
原
資
料
を
確
認
し
、
当
該
の
メ
モ
に
気
付

い
て
い
た
こ
と
の
証
左
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
手
帳
六
」
に
は
、

原
資
料
か
ら
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
内
容
が
あ
る
。
水
沢
氏
は
こ
れ
を
補
完
す
る

た
め
に
「
手
帳
六
、
七
」
未
収
録
分
を
翻
刻
し
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
資
料

の
状
態
や
当
時
の
技
術
的
な
制
約
の
た
め
、
な
お
遺
漏
が
あ
っ
た
。
こ
ん
に
ち

撮
影
機
材
の
性
能
向
上
と
並
行
し
て
、
画
像
編
集
ソ
フ
ト
も
飛
躍
的
に
進
化
し

て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
活
用
し
、
改
め
て
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。 

以
下
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

こ
の
度
の
翻
刻
に
際
し
て
注
意
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。 
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三 

「
手
帳
六
」
の
翻
刻
史 

 
第
一
期
【
昭
和
初
期
】 

『
全
集
』
第
二
十
三
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
に
つ
い
て
、
石

割
氏
は
後
記
で
「
破
損
の
度
合
い
が
激
し
く
、
判
読
不
可
能
の
箇
所
が
多
い
た

め
に
、
前
回
全
集
の
「
手
帳
六
」
を
底
本
と
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
「
前
回
全
集
」
と
は
、
岩
波
書
店
が
昭
和
五
十
二
〜
五
十
三
年
に
刊
行
し

た
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全
十
二
巻
）
で
あ
り
、「
手
帳
六
」
は
「
手
帳
（
一

―

十
一
）」
の
一
部
と
し
て
第
十
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
記

は
、「
元
版
全
集
別
冊
所
収
本
文
に
拠
っ
た
」
と
示
し
な
が
ら
、
昭
和
二
〜
四
年

に
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全
八
巻
、
以
下
「
元
版

全
集
」
と
略
記
）
の
「
月
報
第
八
号
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
編
輯
者
の
ノ
オ
ト
」

の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
改
め
て
「
元
版
全
集
」
の
「
月
報
第
八
号
」

か
ら
、
「
◯
手
帳
」
か
ら
始
ま
る
一
節
の
全
文
を
引
用
し
た
い
。 

 

◯
手
帳
。
約
十
冊
の
手
帳
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
手
帳
の
表
紙
の
裏

に
あ
る
暦
に
よ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
は
解
つ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

明
記
し
な
い
で
置
い
た
。
そ
し
て
唯
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
順
に

並
べ
て
置
く
に
止
め
た
。
そ
れ
は
例
へ
ば
大
正
五
六
年
度
の
手
帳
に
も
、

ず
つ
と
後
年
に
な
つ
て
書
か
れ
た
事
の
確
か
で
あ
る
部
分
が
少
く
な
い

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
帳
は
、
大
抵
走
り
書
き
で
、
実
に
字
が
汚
な

く
、
そ
れ
ら
を
判
読
す
る
の
に
は
随
分
骨
を
折
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

も
不
明
だ
つ
た
箇
所
は
少
く
な
い
。
そ
の
た
め
一
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
ら
な

い
も
の
は
止
む
を
得
ず
削
除
し
、
ど
う
に
か
意
味
の
分
る
様
な
も
の
は
そ

の
不
明
の
文
字
だ
け
□
印
を
も
つ
て
代
へ
た
。
又
、
発
表
の
差
支
へ
の
あ

る
や
う
な
箇
所
は
適
当
に
伏
字
に
し
て
置
い
た
。
猶
、
○
印
は
我
々
が
打

つ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
図
は
全
部
省
略
し
た
。
そ
れ
は
共
に
、
別

冊
の
原
稿
が
あ
ま
り
多
過
ぎ
た
た
め
、
手
帳
に
の
み
充
分
な
頁
を
与
へ
る

事
が
出
来
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
後
の
十
一
は
西
洋
紙
の
レ
タ
ア
・

ペ
エ
パ
ア
に
書
か
れ
そ
し
て
手
帳
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ

る
。
便
宜
上
、
手
帳
の
最
後
に
附
け
加
へ
る
事
に
し
た
。
（
傍
線
稿
者
） 

 右
の
引
用
は
「
約
十
冊
の
手
帳
」
全
体
に
対
す
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
す
べ

て
が
「
手
帳
六
」
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
一
セ
ン
テ
ン
ス
の
分
ら

な
い
も
の
」
の
削
除
や
図
の
省
略
な
ど
が
あ
る
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
事
実
と
し

て
受
け
止
め
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
方
針
は
決
し
て
責
め
ら
れ
る
こ
と

で
は
な
い
。「
編
輯
者
の
ノ
オ
ト
」
の
直
前
に
掲
載
さ
れ
た
佐
佐
木
茂
索
の
「
編

纂
余
言
」
に
よ
る
と
、「
手
帳
」
が
収
め
ら
れ
た
「
元
版
全
集
」
の
『
別
冊
』
は
、

「
堀
辰
雄
君
の
異
常
な
刻
苦
に
負
う
て
ゐ
る
。「
手
帳
」
の
乱
雑
な
文
字
を
判
読

し
、
筆
写
す
る
労
だ
け
で
も
容
易
の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
に
違
ひ
な
い
」
と
、

「
約
十
冊
」
も
あ
る
手
帳
に
書
か
れ
た
メ
モ
は
、
す
べ
て
堀
辰
雄
が
一
人
で
整

理
し
て
書
き
写
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
同
「
月
報
」
最

終
ペ
ー
ジ
の
「
事
務
室
か
ら
」
に
よ
れ
ば
、
校
正
を
担
当
し
た
佐
佐
木
の
苦
労

も
堀
に
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う
。
か
く
し
て
翻
刻
さ
れ
た
「
手

帳
六
」
に
は
、
少
な
か
ら
ず
問
題
が
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
約
千
頁
も
及

ぶ
『
別
冊
』
を
担
当
し
た
堀
・
佐
佐
木
両
氏
の
熱
意
が
成
し
遂
げ
た
一
大
成
果

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

な
お
「
元
版
全
集
」
に
続
い
て
、
岩
波
書
店
が
昭
和
九
〜
十
年
の
間
に
改
版
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し
た
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』（
全
十
巻
、
以
下
「
普
及
版
全
集
」
と
略
記
）
の
第

九
巻
に
も
、「
手
帳
よ
り
」
の
見
出
し
で
「（
大
正
五
年―

大
正
十
五
年
）」
の
手

帳
が
部
分
的
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
に
は
、「
手
帳
六
、
七
」
は

な
ぜ
か
一
切
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
（
本
稿
四
十
九
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

 第
二
期
【
平
成
初
期
】 

 

石
割
氏
の
後
記
か
ら
は
、
約
一
世
紀
前
に
堀
辰
雄
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た

「
手
帳
六
」（
及
び
「
手
帳
七
」、
続
稿
で
検
討
す
る
予
定
）
が
、
今
も
な
お
『
全

集
』
の
底
本
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
、
所
在
が

分
か
っ
て
い
る
手
帳
に
関
し
て
は
、
こ
の
二
冊
以
外
は
原
資
料
に
あ
た
っ
て
徹

底
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
同
氏
に
よ
る
「
芥
川
龍
之
介
の
手
帳
や

ノ
ー
ト
断
片―

藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
「
葛
巻
文
庫
」
か
ら
」
か
ら
窺
え
る
。 

同
稿
に
よ
る
と
、
芥
川
の
手
帳
は
「
元
版
全
集
」
が
「
手
帳
（
一―

十
一
）
」

と
し
て
活
字
化
し
て
か
ら
し
ば
ら
く
所
在
不
明
と
な
っ
た
が
、『
全
集
』
第
二
十

三
巻
が
刊
行
さ
れ
る
一
年
半
前
の
平
成
八
年
五
月
に
、
芥
川
の
姪
で
あ
る
葛
巻

左
登
子
氏
が
藤
沢
市
文
書
館
に
寄
贈
し
た
三
千
点
の
資
料
（
「
葛
巻
文
庫
」
）
の

中
か
ら
六
冊
分
が
発
見
さ
れ
た
。
石
割
氏
は
こ
の
六
冊
の
中
の
「
手
帳
三
、
四
、

八
、
十
一
」
を
『
全
集
』
の
底
本
と
し
て
採
用
し
た
が
、「
手
帳
六
、
七
」
は
「
火

災
の
た
め
の
破
損
が
著
し
く
判
読
す
る
に
困
難
な
状
態
」

（

6

）

で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
底
本
と
は
し
な
か
っ
た
。 

発
見
さ
れ
た
当
時
、
最
も
損
傷
が
ひ
ど
い
と
さ
れ
た
「
手
帳
六
、
八
」
の
状

態
に
つ
い
て
、
藤
沢
市
文
書
館
の
櫟
原
直
樹
氏
が
「
葛
巻
文
庫
の
芥
川
龍
之
介

自
筆
資
料—

ノ
ー
ト
断
片
・
草
稿
断
片
・
手
帳—

」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。 

 

①
表
紙
は
、
破
損
し
て
無
く
な
っ
て
い
る
。 

②
本
文
紙
は
、
し
み
、
汚
れ
、
全
体
に
わ
た
る
変
色
、
破
れ
が
あ
り
、
欠

損
し
て
い
る
。 

③
赤
イ
ン
ク
が
に
じ
み
、
重
な
っ
た
他
の
頁
に
色
移
り
し
て
い
る
。 

④
他
の
印
刷
物
の
断
片
が
は
さ
ま
れ
、
そ
の
断
片
の
劣
化
と
共
に
、
元
の

頁
の
イ
メ
ー
ジ
が
浸
食
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。 

⑤
そ
の
他
、
水
か
薬
品
に
侵
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
紙
力
低
下
や
鉄
さ
び

等
に
よ
る
損
傷
が
あ
る
。

（

7

）

 

 ま
た
、
そ
の
と
き
の
手
帳
の
様
子
は
、
藤
沢
市
文
書
館
で
撮
影
さ
れ
た
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（

8

）

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
撮
影
が
済
ん

だ
後
、
平
成
九
年
度
に
「
手
帳
六
、
八
」
の
修
補
脱
酸
処
理
が
行
わ
れ
、
翌
十

年
度
に
は
、「
手
帳
七
」
を
含
む
残
り
の
四
冊
の
修
補
が
行
わ
れ
た
。「
手
帳
六
、

八
」
は
、「
紙
の
劣
化
が
著
し
く
、
元
の
と
お
り
製
本
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
た

め
、
解
体
し
、
折
丁
を
開
い
た
状
態
で
、
修
補
、
紙
力
強
化
、
脱
酸
後
、
エ
ン

キ
ャ
プ
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
処
置
」
が
な
さ
れ
、「
こ
れ
ら
の
処
理
に
よ
り
、
頁
を

開
く
た
び
に
ボ
ロ
ボ
ロ
と
破
損
が
進
ん
で
し
ま
う
状
態
か
ら
、
手
に
と
っ
て
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ま
で
な
っ
た
」

（

9

）

と
い
う
。 

「
手
帳
六
、
八
」
の
修
補
が
行
わ
れ
た
時
期―

平
成
九
年
度―

に
注
目

す
る
と
、
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
平
成
十
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
全
集
』
第
二
十

三
巻
の
、
お
そ
ら
く
編
集
の
最
終
段
階
に
当
た
る
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
が
付
く
。
石
割
氏
は
あ
く
ま
で
も
原
資
料
の
状
態
を
鑑
み
、『
全
集
』
の
底

本
に
採
用
し
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、『
全
集
』
の
編
集
日
程
と
い
う
制
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約
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
手
帳
の
日
記
欄
の
一
部
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
「
手
帳
八
」

（

10

）

は
『
全
集
』
の
底
本
に
採
用
で
き
た
と
し
て
も
、
約
百

ペ
ー
ジ
の
メ
モ
を
有
す
る
「
手
帳
六
、
七
」
に
及
ん
で
は
、
修
補
前
の
状
態
で

本
文
校
訂
を
行
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

一
方
で
、『
全
集
』
の
本
文
校
訂
と
は
別
に
、
櫟
原
氏
に
よ
っ
て
手
帳
を
含
む

「
葛
巻
文
庫
」
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
前
出
櫟
原
論
の
中
か
ら
「
手
帳
六
」
に

関
連
す
る
報
告
を
引
用
し
た
い
。 

 

一
九
二
一
（
大
正
一
○
）
年
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
発
行
社
員
手
帳
。
縦

一
四
○
ミ
リ
、
横
六
七
ミ
リ
、
右
開
き
。
本
文
は
、
一
ペ
ー
ジ
が
五
日
分

の
日
記
欄
形
式
。
巻
末
に
縦
罫
ペ
ー
ジ
、
付
録
ペ
ー
ジ
、
住
所
録
ペ
ー
ジ

付
き
。
表
紙
は
破
損
し
て
無
い
。
ま
た
、
日
記
欄
の
四
月
一
一
日
〜
四
月

三
◯
日
の
四
頁
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
カ
ビ
と
思
わ
れ
る
色
素
定
着
が
頁

の
半
分
を
占
め
て
お
り
、
判
読
が
不
可
能
な
部
分
が
多
い
。 

日
記
欄
を
無
視
し
て
、
最
後
部
ペ
ー
ジ
よ
り
青
イ
ン
ク
、
鉛
筆
を
使
用

し
て
書
き
始
め
て
い
る
。
内
容
は
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
三
月
下

旬
〜
七
月
下
旬
の
中
国
旅
行
に
関
す
る
メ
モ
と
推
定
さ
れ
る
。
元
版
全
集

本
文
と
比
較
し
て
、
二
十
六
カ
所
に
わ
た
る
省
略
や
異
同
が
あ
り
、
他
に

天
心
第
一
女
子
師
範
学
校
敷
地
図
な
ど
、
七
カ
所
に
見
学
箇
所
の
図
が
描

か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
海
滞
在
中
に
、
龍
之
介
が
会
っ
た
中
国
共
産
党

創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
る
李
人
傑
の
名
が
、
大
き
く
墨
書
さ
れ
て

い
る
頁
も
あ
る
。
こ
の
頁
は
、
そ
の
他
の
部
分
も
元
版
全
集
本
文
で
は
省

略
さ
れ
て
い
る
内
容
で
、
「
信
濃
を
め
ぐ
り
あ
る
く
ヴ
ガ
ボ
ン
ド…

」

「B
rid

g
e H

o
u

se H
o

tel

」
等
の
メ
モ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

11

）

（
写
真
の
引

用
は
省
略
） 

 

特
に
右
の
引
用
の
中
で
、
手
帳
の
各
部
分
の
構
成
と
欠
損
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

の
情
報
は
、
本
稿
第
四
節
で
取
り
上
げ
る
「
手
帳
六
」
の
復
元
方
法
を
模
索
す

る
際
に
、
重
要
な
参
考
と
な
っ
た
。
ま
た
、
手
帳
の
復
元
を
通
し
て
、
い
く
つ

か
の
情
報
を
更
新
で
き
た
こ
と
も
第
四
節
以
降
で
詳
述
し
た
い
。 

 

第
三
期
【
平
成
十
年
代
】 

昭
和
初
期
に
堀
辰
雄
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
「
手
帳
六
、
七
」
の
本
文
は
、

削
除
や
省
略
な
ど
の
問
題
を
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
発
見
時
期
や
劣
化
に
よ
っ
て

平
成
初
期
に
は
校
訂
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
『
全
集
』
に
再
録
さ
れ
た
。
他
方
、

『
全
集
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
「
手
帳
六
、
七
」
の
修
補
が
進
行
し
、
つ
い
に
原
資

料
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
を
抑
え
な
が
ら
、
手
に
と
っ
て
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
『
全
集
』
未
収
録
分
の
調
査
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
第

二
節
で
言
及
し
た
水
沢
氏
で
あ
る
。 

水
沢
氏
の
報
告
は

（

12

）

、「
手
帳
六
、
七
」
の
未
収
録
分
の
翻
刻
の
み
な
ら
ず
、
詳

細
な
注
釈
を
施
し
た
上
で
、『
全
集
』
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
ペ
ー
ジ
番
号
及
び

前
後
の
記
述
も
記
載
し
た
こ
と
で
、
新
た
に
翻
刻
さ
れ
た
部
分
が
『
全
集
』
の

ど
の
ペ
ー
ジ
に
当
た
る
か
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、

今
回
の
翻
刻
に
際
し
て
は
多
大
な
学
恩
を
蒙
っ
た
。 

し
か
し
一
方
で
、
経
年
や
火
災
な
ど
に
よ
る
劣
化
の
す
べ
て
を
、
修
補
に
よ

っ
て
復
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
と
染
み
で
あ
る
。
本
稿
で

い
う
染
み
と
は
、
前
出
櫟
原
論
に
お
い
て
は
「
カ
ビ
と
思
わ
れ
る
色
素
定
着
」

と
説
明
さ
れ
、
水
沢
氏
が
「
イ
ン
ク
の
滲
み
」
と
説
明
す
る
も
の
に
当
た
る
。
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水
沢
氏
は
さ
ら
に
「
今
回
も
判
読
不
明
箇
所
は
多
々
残
っ
」
て
お
り
、「
紙
面
の

都
合
と
、
原
資
料
の
イ
ン
ク
の
滲
み
に
よ
り
、
挿
絵
・
図
は
今
回
も
一
部
し
か

復
元
で
き
な
か
っ
た
」
と
し
つ
つ
、「
写
真
版
と
翻
刻
と
を
備
え
た
資
料
の
出
版

が
望
ま
れ
る
が
、
イ
ン
ク
の
滲
み
が
あ
ま
り
に
も
酷
く
、
現
在
の
技
術
で
は
困

難
か
も
し
れ
な
い
」

（

13

）

と
、
昭
和
初
期
に
堀
辰
雄
が
翻
刻
し
た
と
き
に
は
な
か
っ

た
染
み
（
本
稿
四
十
九
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
、
翻
刻
の
障
害
と
な
っ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。 

こ
の
染
み―

メ
モ
を
覆
い
隠
す
か
の
よ
う
に
「
手
帳
六
」
の
中
心
（
背
）

か
ら
左
右
の
ペ
ー
ジ
へ
と
左
右
対
称
に
広
が
り
、
濃
い
紫
色
の
翼
を
広
げ
る
蝶

に
も
見
え
、
ペ
ー
ジ
を
捲
る
に
つ
れ
薄
く
な
っ
て
い
き
、
鳥
に
も
見
え
て
く
る

―

は
、
確
か
に
水
沢
氏
の
い
う
よ
う
に
、
翻
刻
の
大
き
な
障
害
で
あ
る
。
し

か
し
染
み
は
、
そ
れ
が
で
き
た
瞬
間
の
ペ
ー
ジ
の
前
後
関
係
を
記
録
し
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
か
ら
、「
手
帳
六
」
の
復
元
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
活
用
方
法
は
、
次
節
で
述
べ
た
い
。 

 

四 

本
研
究
の
取
り
組
み 

ー
「
手
帳
六
」
の
復
元
か
ら
翻
刻
へ 

 

前
述
の
通
り
、「
手
帳
六
」
の
原
資
料
は
修
補
に
際
し
て
折
丁
が
解
体
さ
れ
、

エ
ン
キ
ャ
プ
シ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
処
置
の
う
え
一
枚
ず
つ
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ

ル
ム
に
封
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
態
の
資
料
は
、
片
面
に
二
ペ
ー
ジ
が
並
ん

で
い
て
も
、
見
開
き
と
は
違
い
、
必
ず
し
も
連
続
の
ペ
ー
ジ
で
は
な
い
。
ペ
ー

ジ
順
通
り
に
翻
刻
す
る
こ
と
も
本
研
究
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
翻
刻
に

先
立
ち
、
片
面
ご
と
に
撮
影
・
印
刷
し
た
資
料
写
真
を
、「
手
帳
六
」
の
原
状
通

り
に
な
る
よ
う
に
ペ
ー
ジ
を
整
序
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。
そ
の
際
に
参
考
し

た
の
は
、
修
補
前
に
撮
影
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
と

（

14

）

、
前
節
で
引
用
し
た

櫟
原
氏
に
よ
る
「
手
帳
六
」
の
構
成
及
び
欠
損
ペ
ー
ジ
の
情
報
と
、
そ
し
て
染

み
で
あ
る
。 

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
一
コ
マ
あ
た
り
手
帳
の
二
ペ
ー
ジ
分
（
見
開
き
）

が
写
っ
て
い
る
。
通
覧
す
る
と
、
八
コ
マ
ご
と
に
手
帳
の
中
央
に
綴
じ
糸
が
見

え
る
。
ま
た
、
そ
の
半
分
に
当
た
る
四
コ
マ
ご
と
に
、
左
右
の
折
丁
の
間
に
隙

間
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り

「
手
帳
六
」
は
、
最
も
一
般

的
な
八
つ
折
り
と
呼
ば
れ

る
方
法
で
、
表
八
ペ
ー
ジ
分

と
裏
八
ペ
ー
ジ
分
の
計
十

六
ペ
ー
ジ
が
両
面
印
刷
さ

れ
た
用
紙
（
刷
本
）
を
、
二

つ
折
り
を
三
回
繰
り
返
し

て
作
ら
れ
た
冊
子
で
あ
る

（【
図
一
】

（

15

）

）。 

一
方
で
、
解
体
さ
れ
た
原
資
料
は
一
枚
（
左
右
裏
表
の
四
ペ
ー
ジ
分
）
ご
と

に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム
に
封
入
さ
れ
て
い
る
。
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
フ
ィ
ル
ム

の
上
部
に
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
資
料
番
号
等
も
貼
ら
れ
て
お
り
、
番
号
を

追
い
な
が
ら
元
の
ペ
ー
ジ
順
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
実
際
に
撮
影
し
た
写
真
を
組
み
直
す
と
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

ペ
ー
ジ
順
通
り
に
な
ら
な
い
箇
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
箇
所
を
分
析
す
る
と
、

折
り
目
が
劣
化
し
て
左
右
の
ペ
ー
ジ
が
切
れ
て
し
ま
い
（
片
方
紛
失
の
場
合
も

【図一】八つ折りの折り方と 

各ページの関係図 
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あ
る
）
、
修
補
の
際
に
誤
っ
た
ペ
ー
ジ
同
士
を
繋
ぎ
合
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
箇
所
は
、
手
帳
の
全
体
に
わ
た
っ
て
お
り
、
総
数
も
多
い
た
め

一
々
指
摘
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
本
研
究
は
、
撮
影
し
た
原
資
料
を
印
刷
し
て

複
製
を
作
り
、
十
六
ペ
ー
ジ
が
一
つ
の
折
丁
で
あ
る
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
修

補
で
繋
ぎ
合
わ
さ
れ
た
部
分
を
適
宜
折
り
目
に
沿
っ
て
切
り
離
し
、
本
来
あ
る

べ
き
位
置
に
配
置
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
原
資
料
の
う
ち
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
コ
マ
と
対
応
す
る
部

分
の
配
置
は
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
し
か
し
「
手
帳
六
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
、

メ
モ
が
あ
る
部
分
を
中
心
に
部
分
的
に
撮
影
し
た
も
の
だ
っ
た
た
め
、

（

16

）

「
手
帳

六
」
の
約
半
分
を
占
め
る
、
メ
モ
が
な
い
印
字
ペ
ー
ジ
（
日
記
欄
の
一
部
を

（

17

）

含

む
）
は
撮
影
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
印
字
ペ
ー
ジ

に
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
と
、
櫟
原
氏
が
指
摘
し
た
「
手
帳
六
」
の
構
成
な
ど
を
手

が
か
り
に
組
み
直
し
た
。
ま
た
、
上
述
し
た
い
ず
れ
の
手
が
か
り
も
な
い
場
合

は
、
染
み
の
形
状
で
お
お
よ
そ
の
位
置
を
定
め
、
前
後
の
ペ
ー
ジ
と
折
丁
の
形

に
整
え
て
か
ら
、
見
開
き
の
状
態
で
染
み
が
左
右
対
称
に
な
る
よ
う
に
ペ
ー
ジ

順
を
調
整
し
た
。
そ
し
て
こ
の
段
階
で
把
握
し
た
欠
損
ペ
ー
ジ
は
、
白
紙
で
補

っ
た
。 

以
上
の
工
程
を
経
て
、
「
手
帳
六
」
の
写
真
を
元
の
ペ
ー
ジ
順
通
り
に
復
元

し
、
参
照
し
や
す
い
よ
う
に
右
開
き
に
合
わ
せ
て
右
か
ら
順
に
通
し
番
号
を
付

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
判
明
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
。 

① 

「
手
帳
六
」
は
表
紙
と
と
も
に
、
前
後
の
見
返
し
も
欠
損
し
て
い
る
。 

② 

本
文
は
八
つ
折
り
（
十
六
ペ
ー
ジ
）
で
折
ら
れ
た
用
紙
を
一
つ
の
折
丁
と

し
て
、
十
四
台
（
台
は
折
丁
の
単
位
）
計
二
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
を
有
し
て

い
る
。 

③ 

前
後
の
見
返
し
と
隣
接
す
る
、
本
文
最
初
の
一
・
二
ペ
ー
ジ
と
、
最
後
の

二
百
二
十
三
・
二
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
は
見
返
し
と
の
接
着
部
分
が
多
い
と

思
わ
れ
る
た
め
、
同
様
に
欠
損
し
て
い
る
。 

④ 

上
記
以
外
、
現
存
し
な
い
ペ
ー
ジ
は
、
十
五
〜
十
八
・
二
十
九
〜
三
十
二
・

五
十
五
〜
五
十
八
・

（

18

）

六
十
五
〜
六
十
六
ペ
ー
ジ
で

（

19

）

あ
る
。 

 

五 

「
手
帳
六
」
の
翻
刻 

 

「
手
帳
六
」
の
う
ち
、
欠
損
ペ
ー
ジ
や
メ
モ
の
な
い
ペ
ー
ジ
は
、
実
に
全
体

の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ゆ
え
に
本
稿
の
体
裁
上
、
メ
モ
が
あ
る
ペ
ー
ジ

の
図
版
を
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
に
分
割
し
て
掲
載
し
、
翻
刻
を
行
っ
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
略
注
を

（

20

）

施
し
た
。

ま
た
、「
元
版
全
集
」
の
翻
刻

を
引
用
し
、『
全
集
』
の
ペ
ー

ジ
番
号
を
併
記
す
る
こ
と

で
利
便
を
は
か
っ
た
。
翻
刻

の
構
成
は
、
下
図
（【
図
二
】）

の
通
り
で
あ
る
。 

な
お
図
版
の
分
割
に
よ
っ
て
、「
手
帳
六
」
に
お
け
る
各
折
丁
の
関
係
が
確
認

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
稿
を
よ
り
完
全
な
形
で
参
照
で
き
る
よ

う
に
、
欠
損
ペ
ー
ジ
を
白
紙
で
補
っ
た
上
で
、「
手
帳
六
」
の
全
体
を
元
の
ペ
ー

ジ
順
に
製
本
し
た
私
家
版
を
別
途
作
成
し
、
藤
沢
市
文
書
館
に
寄
贈
す
る
予
定

で
あ
る
。 

【図二】翻刻の構成 

（反転タイプあり） 
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凡
例 

一
、 

底
本
に
は
、
稿
者
が
撮
影
し
た
藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
の
「
手
帳
六
」
の
写

真
を
用
い
た
。
藤
沢
市
文
書
館
の
許
可
な
く
、
転
載
・
転
用
お
よ
び
複
写

す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。 

一
、 

現
在
欠
損
し
て
い
る
本
稿
五
十
ペ
ー
ジ
は
、
昭
和
十
年
三
月
に
刊
行
さ
れ

た
「
普
及
版
全
集
」
の
「
月
報
」
第
五
号
に
よ
っ
た
。 

一
、 

「
元
版
全
集
」
の
『
別
冊
』
に
よ
る
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
を
併
記
し
、
現

行
版
『
全
集
』
第
二
十
三
巻
の
ペ
ー
ジ
番
号
も
記
し
た
。 

一
、 

「
元
版
全
集
」
に
収
録
の
な
い
箇
所
や
、
句
読
点
を
含
め
て
異
同
が
あ
る

箇
所
は
赤
字
で
示
し
、
そ
の
ほ
か
は
黒
字
で
示
し
た
。 

一
、 

底
本
に
は
全
ペ
ー
ジ
の
通
し
番
号
が
な
い
が
、
便
宜
上
右
開
き
の
最
初
の

ペ
ー
ジ
か
ら
順
に
私
に
ペ
ー
ジ
番
号
を
付
し
た
。
な
お
、
芥
川
は
左
開
き

の
も
の
と
し
て
後
部
空
白
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
モ
を
記
入
し
て
い
た
。 

一
、 

改
行
・
挿
入
記
号
・
挿
絵
・
挿
絵
の
注
記
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
底
本
の

ま
ま
翻
刻
し
た
。 

一
、 

底
本
で
旧
字
・
異
体
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
可
能
な
限
り
底
本
通

り
に
翻
刻
し
た
。
略
字
は
通
行
の
字
体
と
し
て
翻
刻
し
た
。
な
お
、
同
一

の
漢
字
の
字
体
の
差
異
に
関
し
て
は
、
「
元
版
全
集
」
と
の
異
同
に
計
上

し
て
い
な
い
。 

一
、 

翻
刻
に
際
し
、
判
読
で
き
な
い
部
分
は
「
□
」
で
示
し
た
。
判
読
で
き
ず
、

か
つ
文
字
数
も
不
明
の
箇
所
は
、「
［
約
一
行
不
明
］」
の
よ
う
に
示
し
た
。 

一
、 

存
疑
の
箇
所
は
網
か
け
で
表
し
た
。 
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28 

全
集
未
収
録 

 

 

に
し
き
へ
び

 
 
□
□

 
か
は
せ
み

 
 

 
 

 
（
黄
緑
赤
宝
石
）

 
Kowaram

aisu : Sadako 
  

 
 
ゴ
オ
ド

 
モ
ト
ル
（
蛇
を
食
ふ
）

 
大
モ
ニ
ト
ル

 
ス
マ
ト
ラ
産
ノ
ウ
ラ
サ
ハ

 
イ
リ
ア
ナ
（
□
□
）

 
天
□
バ
タ
ン
（
眼
の
フ
チ
無
し 
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秋 

人
食
ふ
人
ら
背
も
矮
く 

ひ
そ
と
声
せ
ず
︑ 

身
じ
ろ
が
す
︒ 

 

     
   

33 

 

◯
人
食
ふ
人
ら
背
も
矮
く
︑
ひ
そ
と
聲
せ
ず
︑
身

じ
ろ
が
ず
︒ 

元版 p815/現行版 p376 

Ara m
acao、（

赤
青
□
金
剛
イ
ン
コ

 
オ
オ
ガ
タ
（
□
キ
□
□
）

 

Br［約一行不明］ 
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光
は
□ 

 
 

を 

空
は
隋
獄
の
罪
は
お
そ
れ
つ
つ 

た
ど
き
も
知
ら
ず
わ
が
来
れ
ば 

ま
だ
晴
れ
や
ら
ぬ
町
空
に 

怪
し
き
虹
ぞ
そ
び
え
た
る 

34 

◯
墮
獄
の
罪
を
お
そ
れ
つ
つ 

た
ど
き
も
知
ら
ず
わ
が
來
れ
ば 

ま
だ
晴
れ
や
ら
ぬ
町
空
に 

怪
し
き
虹
ぞ
そ
び
え
た
る 

 

元版 p815/現行版 p375～376 
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死 

松
も
音
せ
ぬ 

□
星
月
夜 

と
ど
ろ
と
汽
車
の
す
ぐ
る
と
き 

い
く
た
び 

わ
が
脊
は
わ
れ
に
う
か
り
け
り 

 

     
   

35 

 

◯
松
も
音
せ
ぬ
星
月
夜 

と
ど
ろ
と
汽
車
の
す
ぐ
る
と
き 

い
く
た
び 

わ
が
脊
は
わ
れ
に
う
か
り
け
り 

元版 p814～815/現行版 p375 
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と
ど
ろ
と
汽
車
の
す
ぐ
る
と
き 

い
た
□
び
夜
半
の
汽
車
路
に 

𫝇𫝇
捨
て
む
と
思
ひ
け
む 

わ
が
脊
は
わ
れ
に
う
か
り
け
り 

 
 

 
 

き
く
と
き
は 

遠
田
の
蛙
鳴
か
ぬ
夜
は 

声
や
め
ば 

36 

◯
遠
田
の
蛙
き
く
と
き
は
︵
聲
や
め
ば
︶ 

い
く
た
び
夜
半
の
汽
車
路
に 

命
捨
て
む
と
思
ひ
け
む 

わ
が
脊
は
わ
れ
に
う
か
り
け
り 

 

元版 p814/現行版 p375 
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王
煙
客 

惲
南
田 

 

王
石
谷 

  

     
   

37 

︻
王
石
谷
︑
惲
南
田
︑
王
煙
客
︼
い
ず
れ
も
﹁
秋
山
図
﹂

︵﹁
改
造
﹂︑
大
十
・
一
︶
の
登
場
人
物
で
︑
中
国
・
明

末
清
初
の
画
家
︒
な
お
﹁
王
煙
客
﹂・﹁
王
石
谷
﹂・﹁
惲

南
田
﹂
へ
の
言
及
が
︑
大
正
九
年
十
二
月
七
日
の
小
穴

隆
一
・
佐
佐
木
茂
索
宛
書
簡
に
も
確
認
で
き
る
︒ 

全
集
未
収
録 
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松
も
音
せ
ぬ
星
月
夜 

い
く
た
び 

 
 

女
ご
こ
ろ
は
夕
明
り 

來
る
ひ
や
す
き
を
な
せ
め
そ 

き
み
を
も
罪
に
墮
す
べ
き 

心
強
さ
は
な
き
も
の
を 

38 

◯
女
ご
こ
ろ
は
夕
明
り 

く
る
ひ
や
す
き
を
な
せ
め
そ 

き
み
を
も
罪
に
墮
す
べ
き 

心
強
さ
は
な
き
も
の
を 

 

 

元版 p814/現行版 p375 
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十
字
聖
架
萬
世
瞻
依 

前
十
字
記 

閣
大
学
士
徐
文
定
公
墓 

 
 

 
 

レ
ン
グ
ワ 

礼
部
尚
書
兼
文
淵 

明
故
少
保
加
贈
大
保 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

     
   

39 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
二
十 

徐
家
滙
︼ 

全
集
未
収
録 

 
 

1903 

青赤 
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光
は
う
す
き
𣘺𣘺
が
か
り 

か
行
き
か
く
行
き
舞
ふ
仕
手
は 

し
づ
か
に
行
け
る
楊
貴
妃
の 

き
み
に
似
た
る
を
い
か
に
せ
む 

光
は
う
す
き
橋
が
か
り 

静
は
ゆ
う
に
入
出
で
に
け
り 

昔
め
き
た
る
ふ
り
な
れ
ど 

40 

◯
光
は
う
す
き
橋
が
か
り 

か
行
き
か
く
行
き
舞
ふ
仕
手
は 

し
づ
か
に
行
け
る
楊
貴
妃
の 

き
み
に
似
た
る
を
い
か
に
せ
む 

◯
光
は
う
す
き
橋
が
か
り 

靜
は
ゆ
う
に
出
で
に
け
り 

昔
め
き
た
る
ふ
り
な
れ
ど 

 

 

元版 p813～814/現行版 p374~375 
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き
み
に
似
た
る
を
如
何
に
せ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
︑
龍
舌
蘭
二
鉢 

白
の
𢬢𢬢
子

bed
に
か
か
る
︒ 

鄭
州
︑
兵
営
︵ 

 

︶
︑
□
練
兵
︑
馬
︑
乞
食
︵
臥
︶ 
室
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
に
城
壁
︑―

麥
黃
︑―

乞
食
︑ 

石
炭
場
︑―

黒
土
︑―

左
に
福
音
堂
︵
米
︶ 

洛
陽
︑
石
炭 

停
車
場―

□           ―
 

    
 

 
   

41 

 

◯
洛
陽
︒
停
車
場―

支
那
町
︒
不
潔―

石
炭

場―

黑
土―

左
に
福
音
堂
︵
米
︶︑
右
に
城
壁

―

麥
黃―

乞
食
︒ 

◯
鄭
州
︒
兵
營
︵grey

︶︒
練
兵
︒
馬
︒
乞
食
︵
臥

︶
︒
室
は
白
︒
龍
舌
蘭
二
鉢
︒
白
い
拂
子bed

に

か
か
る
︒ 

き
み
に
似
た
る
を
如
何
に
せ
む 

元版 p813～814/現行版 p374～375 

grey 

不
潔 

支
那
町 
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tsan 
軸 

珈
琲 

棧
房 (Chan Fan) 

ヤ
ン
の
群
︑
星
空
︑
吉
田
博
士
の
宿
︑
ア
ラ
ビ
ヤ
字
の 

の
骨
董
屋
︑
庭
中
に
大
鉢
植
︑
酢
の
匀
︑
リ
ア
チ 

鴻
運
東
桟
囬
々
教
︑
豚
を
忌
む
︑
道
士
卜
店
︑
北
京 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

立
て
場 

 
 

 
 

 
 

□
ア
フ
ア
ン 

と
犬
と
建
場 

に
食
を
□
爭
ふ
︑
茶
房 

は
梅
毒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
男 

見
物
人
支
那
人
二
三
人
︑
車
に
の
り
し
女
︑
乞
食 

洞
前
水
を
吐
く
所
あ
り
︒
石
欄
︑
青
石
標
︒
樹
木
︑ 

る
前
も
う
一
洞
あ
り
︒ 

 
 

蓮
華
洞
︑
そ
の 

42 

る
前
も
う
一
洞
あ
り
︒perhaps 

蓮
華
洞
︒
そ
の

洞
前
水
を
吐
く
所
あ
り
︒
石
欄
︒
靑
石
標
︒
樹
木
︒

見
物
人
支
那
人
二
三
人
︒
車
に
の
り
し
女
︒
乞
食

と
犬
と
立
て
場
に
食
を
爭
ふ
︒
男
は
梅
毒
︒ 

◯
鴻
運
東
棧
回
々
教
︒
豚
を
忌
む
︒
道
士
ト
店
︒

北
京
の
骨
董
屋
︒
庭
中
に
大
鉢
植
︒
酢
の
匀
︒
マ

ア
チ
ヤ
ン
の
群
︒
星
空
︒
吉
田
博
士
の
宿
︒
ア
ラ

ビ
ヤ
字
の
軸
︒
珈
琲
︒
棧
房Chan (tsan) fan. 

 

元版 p813/現行版 p374 

Per 
haps 
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左
の
洞
に
竈
あ
り
︑
煙
る
事
最
甚
し
︒
洞
に
至 

寺
あ
り 

賓
陽
三
洞
︵ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

︶ 

洛
伊
水
の
渡
し 

 
 

 

伊
水
︑
対
岸
に
香
山 

入
れ
た
も
の
︵
チ
マ
キ
式
︶ 

茹
玉
子
︑
魚
の
油
揚 

天
井
あ
り 

燒
餅
︑
麻
餅
︵ 

 
 

︶ 

糯
の
中
に
棗
を 

る 

立
て
場
の
屋
前 

葭
天
井
あ
り 

刈
し
ま
ま
の
黍 

如
し
︑︵
村
四
つ
︶
裸
の
子
供 

皆
指
爪
を
い
ぢ 
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如
し︵
村
四
つ
︶︒裸
の
子
供
︑皆
指
爪
を
い
ぢ
る
︒

立
て
場
の
屋
前
︑
葭
天
井
あ
り
︒
刈
し
ま
ま
の
黍

天
井
あ
り
︒
燒
餅

シ
ヤ
オ
ピ
ン

︒
麻
餅

マ
ア
ピ
ン

︵
汽
車
中
︶︑
糯
の
中

に
棗
を
入
れ
し
も
の
︵
チ
マ
キ
式
︶︒
茹
玉
子
︒
魚

の
油
揚
︒ 

◯
洛
水
の
渡
し―

伊
水
︒對
岸
に
香
山
寺
あ
り
︒

賓
陽
三
洞
︵
案
内
人
曰
中
央
ハ
中
央
︑
右
ハ
右

云
々
︶︒
左
の
洞
に
竈
あ
り
︑
燻
る
事
最
甚
し
︒
洞

に
至 

元版 p813/現行版 p374 

案
内
人
曰 

中
央
ハ
中
央
︑
右
ハ 

右
云
々 

シ
ヤ
オ
ピ
ン 

マ
ア
ピ
ン 

ア 

汽
車 

中 
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︵
白
衣
藍
袴
︶
那
一
辺
龍
門 

十
尸
村
は
泥
上
の 

 

驢
六
︵
藍
︶
男
四
︵
鼠
︶
小
使
二
︵
白
︶ 

騾
逐
ひ 

 

龍
門 

25
清
里 
髙
粱
一
尺
︑
麥
刈
ら
る 

麻
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
寺
︵
タ
ア
シ
イ
︶
だ
と
も
云
ふ 

boy 
 

迎
恩
寺
︑
麥
の
埃
の
香 
薄
暮
︑ 

 

路
の
高
低 

 

草
長
し
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

天
王
殿 

 

睿
賜
護
國
千
祥
庵 

︑
碑
林
︑
煉
瓦
門 

44 

◯
睿
賜
護
國
千
祥
庵
︒
碑
林
︒
煉
瓦
門
︒
草
長
し
︒

◯
迎
恩
寺
︒
麥
の
埃
の
香
︒
薄
暮
︒
路
の
高
低
︒

大
寺
︵
タ
ア
シ
イ
︶
だ
と
云
ふ boy.  

◯
龍
門
︒25

淸
里
︒
高
粱
一
尺
︒
麥
刈
ら
る
︒
麻
︒

驢
六
︵
藍
︶︒
步
四
︵
鼠
︶︒
小
使
二
︵
白
︶︒
騾
逐

ひ︵
白
衣
藍
袴
︶︒那ナ

一イ

邊ペ
ン

是シ

龍
門

ロ
ン
メ
ン

◯
十
尸
村
は

泥
上
の 

  

元版 p813/現行版 p373～374 

亭 
是 

□
ナ
イ
ペ
ン
ロ
ン
メ
ン 

シ 
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丹
扉
︑
煉
瓦
壁 

丹
柵 

柏
︑
白
馬
︑
白
羊 

乾
隆
三
十
三
年 

河
南
府
知
府
李
士
适 

建
安
二
十
四
年
洛
陽
城
南 

大
帝
林
︵
石
亀 

用―

龍
︶︑ 

忠
義
神
武
靈
佑
仁
勇
威
顕
関
聖 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
沿
ふ 

旋
風
を
見
る 

羊
︑
畑
︑
井
︑
戸 

麥
刈
ら
る 

偃
師
縣
後
風
景
明
媚―

 

・ 
 

後
︑―

洛
水 

洛
水―
 

 
 

 
 

護
岸
の
家 

□
舟
︑ 
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◯
洛
水
︒
蘇
岸
の
家
︒
舟
︒
偃
師
縣
後
風
景
明
媚
︒

―

後
︑
洛
水
に
沿
ふ
︒
旋
風
を
見
る
︒
羊
︒
畑
︒

井
戸
︒
麥
刈
ら
る
︒ 

◯
忠
義
神
武
靈
佑
仁
勇
威
顯
關
聖
大
帝
林
︒︵
石

龜
︒
圍―

龍
︒︶
建
安
二
十
四
年
洛
陽
城
南
︒
◯

乾
隆
三
十
三
年
河
南
府
知
府
李
士
适
︒
◯
丹
扉
︒

煉
瓦
壁
︒
丹
柵
︒
柏
︒
白
馬
︒
白
羊
︒ 

元版 p812～813/現行版 p373 
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鞏
縣
前
殊
に
立
派
な
り 

  

穴
居
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

屋
上
即
畑 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

常
綠 

牛
︑
馿
︑
土
壁
︑ 

 

の
み 

沿
道―

麥
刈
ら
る 

青
草
に
羊
群 

墓
の 

 

京
漢
線 

車
室―

fan. 
小
卓
︑
ベ
ツ
ド
□

No3. 

boy
boy 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

燕 
 

楼 

水
越
ゆ
る
事
あ
り
︵
大
正
四
年
？
︶ 

Em
pire H

oliday 

路
の
赤 

樹
幹
の
白
︑
垣
の
バ
ラ 

讌
月 

46 

路
の
赤
︒
樹
幹
の
白
︒
垣
の
バ
ラ
︒
讌
月
樓
︒
水

越
ゆ
る
事
あ
り
︵
大
正
四
年
？
︶︒Em

pire 
H

oliday. 

燕
︒ 

◯
京
漢
線
︒車
室―

fan. 

小
卓
︒ベ
ツ
ドN

o 3. 
boy

の
□
︒
沿
道―

麥
刈
ら
る
︒
靑
草
に
羊
群
︒

墓
の
常
綠
︒
牛
︒
驢
︒
土
壁
︒ 

◯
穴
居
門
︒
方
形
ア
ア
チ
︑
方
形
石
積
︒
門
ニ
對

聯
︒
門
外
ニ
塀
ア
リ
︒
屋
上
卽
畑
︒
◯
赤
土
︒
草
︒

ポ
プ
ラ
ア
︒
層
︒
◯
鞏
縣
前
殊
に
立
派
な
り
︒ 

︻﹁
雑
信
一
束
﹂
八 

京
漢
鉄
道
︼ 

元版 p812/現行版 p373 

方
形
石
積 

ア
ア
チ 

方
形 

リ 

門
外
ニ
塀
ア
□ 

門
ニ
対
聯 

プ
ラ
ア 

層 

赤
土
︑
草
︑
ポ 
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芝
生 

ベ
ン
チ 

佛
蘭
西
︒ 

 

漢
口
の
バ
ン
ド
︑
プ
ラ
タ
ナ 

  
 

 
 

 
 

 
 

蘆
鴻
□
滄
館 

 

戴
士
醇 

 

黄
尊
古 

仿
梅
道
人 
 

 
 

図 
 

 
 

 
 

蕭
翼
蘭
亭
図 

元
ノ
兪
紫
文
の 

 
 

 

挙 
 

 

山 
 

 
 

書 

銭
舜
□ 

終
南
帰
妹
図
︵
鍾
馗
嫁
妹
図
︶ 

      
   

47 

 

◯
錢
舜
擧
︑
終
南
山
歸
妹
圖
︵
鍾
馗
嫁
妹
圖
︶
○

錢
舜
擧
︑
蕭
翼
蘭
亭
圖
︵
元
ノ
兪
紫
文
の
書
︶
○

黃
尊
古
︑
仿
梅
道
人
江
山
秋
色
圖
○
載
士
醇
○
蘆

鴻
滄
館
○
曾
國
藩
︒
日
本
畫
の
猿
︒
安
思
翁
？ 

◯
漢
口
の
バ
ン
ド
︒
プ
ラ
タ
ナ
ス
︒
ア
カ
シ
ア
︒

︵
支
那
人
不
可
入
︶
芝
生
︒
ベ
ン
チ
︒
佛
蘭
西
水

兵
︒
印
度
巡
査
︒ 

元版 p812/現行版 p373 

書 

□ 
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―

 子
供 

乞
食 
臥
老
人
︒
夜
あ
ひ
し
乞
童
︑
全
裸
体 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
讀 

 

服 
 

︑
修
身
︑
□
本
︑
先
生
白 

 

災
童
收
容
所 

右
胸
に 

 
 

 
 

 
 

札
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヤ
ン
ケ
ル 

April―
July 

 
 

 
 

 

膜
を
磨
擦
し
ス
リ
硝
子
の 

は
眶
の
皮
を
切
□
り
縫
ひ
上 

フ
ォ
ー
ム
の
老
婆 

一
眼
紫
色 
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フ
オ
ー
ム
の
老
婆
︑
一
眼
紫
色
︑
一
眼
治
療
前
︒

治
療
は
眶
の
皮
を
切
り
縫
ひ
上
ぐ
︒for 

睫
毛
内

面
に
む
き
角
膜
を
磨
擦
し
ス
リ
硝
子
の
如
く
す
れ

ば
な
り
︒兵
士
の
シ
ヤ
ン
ケ
ル
︑April―

July, 

平

均300

人
︒︵April―

M
ay, 149. 

新
舊
合
せ
て
︶ 

◯
災
童
收
容
所
︒
右
胸
に
姓
名
を
書
き
し
紙
札
︒

白
服
︒
算
︑
修
身
︑
讀
本
︒
先
生
白
服
︒ 

◯
乞
食
︑
臥
老
人
︒
夜
あ
ひ
し
乞
童
︑
全
裸
體
の

子
供
︒ 
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平
均

 
300

人
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膀
胱
結
石
︵
二
つ 

一
は
大
福
大
︶
兵
士
多
し 

ト
ラ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
は
15
％ 

 
 

所 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ト
ラ
フ
ォ
ー
ム
75
％ 

内
地 

 
 

早
川
︑
島
田
︑
□
華
実
業
協
会
︑
災
民
施
療 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

銀
行
は
つ
ぶ
る
る
故
︑ 

 

支
那
富
豪 

金
を
銅
貨
に
し
︵
37
俵
︶
貯
ふ 

 

西
村
が
文
鳥
の
占
を
見
て
貰
ふ 

 

間 酒
じ
み
の
畳
に
蚊
た
か
り
居
る
空
き 

     
   

49 

 

○
酒
じ
み
の
疊
に
蚊
た
か
り
居
る
空
き
間
︒ 

○
西
村
が
文
鳥
の
占
を
見
て
貰
ふ
︒ 

○
支
那
富
豪
金
を
銅
貨
に
し
︵37

俵
︶
貯
ふ
︒
銀

行
は
つ
ぶ
る
る
故
︒ 

○
鄭
州
︒
早
川
︒
島
田
︒
日
華
實
業
協
會
︒
災
民

施
療
所
︒︵doc. 

二
人
︑Nurse

一
人
︶︵nurse

二

人shankel

︶
ト
ラ
フ
オ
ー
ム
︑75 

︵
内
地
は

15 

︶
膀
胱
結
石
︑︵
二
つ
︑
一
は
大
福
大
︶︑
兵

士
多
し
︒
ト
ラ 

元版 p811～812/現行版 p372 

％
 

％
 

鄭 州 

日 

doc’s 
Nurse   
一
人 

二
人 

nurse 
二 
人 

schan 
ker 
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岳
州
の 

白
壁 

廃
塔
み
ゆ 

 

遠
ク
ロ
ン
□
ク
の
□
□ 

 

綠
卍
︵
最
上
屋
︶
樹
左
右
︒
左
に
城
壁
連
る 

女
英
の
故
地
な
り
︒
岳
陽
楼
︑
三
層 

黃
瓦
に 

 

云
り
糞
を
垂
る
﹂
と
云
ふ
︵
香
月
氏
︶
君
山
は
娥
皇 

 

り 

遠
く
岳
陽
楼
を
み
る
︵
右
︶﹁
不
潔
な
り 

兵
士
大
勢 

 

扁
山
君
山
を
左
舷
に
望
む
︵
5
時
︶
偏
山
の
上
に
僧
舍
あ 

 

香
月
氏
と
聊
斎
志
異
を
談
ず
︒
湖
上
大
筏
み
ゆ
︑ 

 

と
し
て
山
影
あ
り 

税
関
に
て
造
ら
せ
し
浮
標
︒
船
中 

 

風
の
山
︑
帆
影
︑
水
は
濁
れ
ど
や
や
綠
色
を
帯
ぶ
︑
糢
糊 

銅
庭 

50 

は
河
故
︶︒
所
々
に
赤
壁
風
の
山
︒
帆
影
︒
水
は
濁

れ
ど
や
や
綠
色
を
帶
ぶ
︒糢
糊
と
し
て
山
影
あ
り
︒

稅
關
に
て
造
ら
せ
し
浮
標
︒
船
中
香
月
氏
と
聊
齋

志
異
を
談
ず
︒
湖
上
大
筏
見
ゆ
︒
扁
山
君
山
を
左

舷
に
望
む
︒︵
五
時
︶︒
偏
山
の
上
に
僧
舍
あ
り
︒

遠
く
岳
陽
樓
を
見
る
︵
右
︶︒﹁
不
潔
な
り
︒
兵
士

大
勢
居
り
糞
を
垂
る
﹂
と
云
ふ
︵
香
月
氏
︶︒
君
山

は
娥
星
女
英
の
故
地
な
り
︒
岳
州
の
白
壁
癈
塔
見

ゆ
︒
岳
陽
樓
︒
三
層
︒
黃
瓦
に
綠
卍
︵
最
上
屋
︶︒

樹
左
右
︒
左
に
城
壁
連
る
︒ 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
五 

洞
庭
湖
︼ 

︻
娥
皇
女
英
︼
娥
皇
︑
女
英
は
︑
堯
の
長
女
と
次
女
︒

と
も
に
舜
の
妻
と
な
っ
た
︒ 

 

元版 p811/現行版 p372 

○
洞
庭
︒
入
口
は
蘆
林
潭
︒
水
中
に
松
見
ゆ
︵
冬 

水
中
に
松
み
ゆ
︵
冬
は
河
故
︶
所
□
に
赤
壁 

入
口
は
蘆
林
潭 

々 
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遊
動
円
木  

 
 

 
 

蒙
養
部 

白
壁
四
方 

柘
榴
︑
無
花
果 

ブ
ラ
ン
コ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

寄
宿
舍 

 

rape
が
あ
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
︑ 

     
   

51 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
七 

學
校
︼ 

︻
楚
天
一
覧
︼
長
沙
天
心
閣
の
額
︒ 

○
寄
宿
舍
︒rape 

が
あ
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
︒

○
蒙
養
部
︒
白
壁
四
方
︒
柘
榴
︑
無
花
果
︑
ブ
ラ

ン
コ
︑
遊
動
圓
木
︵touching

︶︑
製
作
︵
貼
紙
︶︑

ダ
ン
ベ
ル
︑
ボ
オ
ト
︑
木
馬
︑
ブ
ラ
ン
︵
藤
の
︶︑

砂
︵
大
箱
中
︶︒ 

元版 p811/現行版 p372 

touching 

小庭 

堂 

木
馬
ブ
ラ
ン
︵
藤
の
︶
砂
︵
箱
中
︶ 

 

製
作
︵
貼
紙
︶
ダ
ン
ベ
ル
︑
ボ
オ
ト 

大 

桃
ク
ハ
ヰ
西
□ 

3
□
階 

大
砲 

楚
天
一
覧 

南
登
古
道 

要塞門 

要塞路 

３
階 

□
3
ツ 
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新
国
語
︵ 

 

来
︶ 

私
有
財
産 

 

文
会
週
報 

 

自
治
週
刊 

我
校
的
運
動
会 

 

不
要
忘
了
今
日 

 

董
事
会
弁
公
室 

議
事
会
弁
公
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
用
器
畫
の
形 

一
級
よ
り
二
人
を
出
し
整
理
す
︑ 

 
図
書 
少
︑ 

図
書
室 

女
子
白
話
旬
報
︵
机
上
︶ 

石
膏
の
果
物 

52 

〇
二
階
︒
裁
縫
室
︒
圖
書
室
︒
女
子
白
話
旬
報
︵
机

上
︶︒
石
膏
の
果
物
︒
圖
書
少
︒
用
器
畫
の
形
︒
一

級
よ
り
二
人
を
出
し
整
理
す
︒○
議
事
會
辨
公
室
︑

董
事
會
辨
公
室―

小
學
義
會
︒
○
不
要
忘
了
今

日
︒
我
校
的
運
動
會
︵verse libre

︶︒―

小
學

作
文
︒
○
自
治
週
刊
︒
文
會
週
報
○study, essay, 

story, poetry. 

○
私
有
財
產V

erm
ögen―

Copy from
 a book. 

新
國
語
︵Peking

來
︶︒ 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
七 

學
校
︼ 

元版 p811/現行版 p371～372 

階二 

Peking Verm
ögen―

,Copy from
 a book 

study 
essay 
story 
poetry 

verse 
libre 

小
学
□
義
会 

小
学
作
文 
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裁
縫
室 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

硯
墨
︑
石
磐
︑
一
斉
に
答
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

食
堂 

 

縫
紉
︑
楽
歌
︑
作
文
︑
国
文
︑
手
工
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門
内
は
イ
ボ
タ
の
生
垣 
 

 
 

 
 

 

二
階 

 
 

 
 

高
等
小
学
校 

 
 

 
 

国
民
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

幼
稚
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

幼
稚
園 

 

天
心
第
一
女
子
師
範
学
校 

     
   

53 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
七 

學
校
︑﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

 

○
天
心
第
一
女
子
師
範
學
校
︒
古
稻
田
︒white in 

black. 

附
屬
幼
稚
園
︒
附
屬
高
等
小
學
校
︑
國
民

學
校
︒green in wood. 

門
内
は
イ
ボ
タ
の
生
垣
︒

右
美
育
園
︑
草
花
︒
○
縫
紉
︑
樂
歌
︑
作
文
︑
國

文
︑
手
工
︒
硯
墨
︑
石
磐
︑
一
齊
に
答
ふ
︒ 

 

元版 p811/現行版 p371 

古稲田 
white in black 
属附 属附 

green 
in wood 

室習自 

学
生 儲

蓄 銀
行 

草
花 

美
育
園 

右 

赭
柱
粉
壁
瓦
敷 

寄
宿 
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赫
曦
台
も
□
聖
廟
を
毀
た
ん
と
す
る
に
反
す 

 
 

岳 
 

趙
爾
巽
︵
前
清
巡
撫
︶ 

関
口
壮
吉
︵
理
学
士
︶ 

麓 

 

る 

支
那
人 

饅
頭
を
血
血
に
ひ
た
し
食
ふ
︒―

佐
竹
氏 

 

日
清
汽
船
と
の
間
に 

死
刑
を
行
ふ 

刀
に
て
首
を
斬 

 

日
清
汽
船
の
傍
︑
中
日
銀
行
の
敷
地
及
税
関
の
と 

 

屍
骸
土
を
蔽
ふ
事
浅
け
れ
ば
屍
骸
湘
江
を
流
る 

 
 

 

湯
︵
弟
︶ 

張
継
堯
ト
譚
延
闓
ト
ノ
戦
の
時 

張
の
部
下
の 

54 

○
張
繼
堯
︹
湯
︵
弟
︶︺
ト
譚
延
闓
ト
ノ
戰
の
時
張

の
部
下
の
屍
骸
土
を
蔽
ふ
事
淺
け
れ
ば
屍
骸
湘
江

を
流
る
︒ 

○
日
淸
汽
船
の
傍
︑
中
日
銀
行
の
敷
地
及
稅
關
と

日
淸
汽
船
と
の
間
に
死
刑
を
行
ふ
︒
刀
に
て
首
を

斬
る
︒
支
那
人
饅
頭
を
血
に
ひ
た
し
食
ふ
︒―

佐
野
氏
︒ 

○
趙
爾
巽
︵
前
淸
巡
撫
︶︒
關
口
壯
吉
︵
理
學
士
︶︒

赫
曦
臺
も
聖
廟
を
毀
た
ん
と
す
る
に
反
す
︒麓
岳
︒ 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
六 

長
沙
︑﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

 

元版 p810～811/現行版 p371 
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湖
南
長
沙
蘇
家
巷
怡
園
︑
葉 

 

多
シ―

古
川
氏
の
話 

 

上
米
ヨ
ク
出
來
ル 

故
ニ
町
ニ
立
派
ナ
リ 

学
校
モ
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ソ
ノ 

 

太
平
乱
以
後
十
八
省
ノ
巡
撫
湖
南
人
ト
ナ
ル 

故
ニ 

家
ノ
大
イ
ナ
ル
ハ
木
材
ト
石
材
多
キ
ニ
ヨ
ル 

     
   

59 

 

○
家
ノ
大
イ
ナ
ル
ハ
木
材
ト
石
材
多
キ
ニ
ヨ
ル
︒ 

○
大
平
亂
以
後
十
八
省
ノ
巡
撫
湖
南
人
ト
ナ
ル
︒

ソ
ノ
上
米
ヨ
ク
出
來
ル
︒
故
ニ
町
立
派
ナ
リ
︒
學

校
モ
多
シ
︒―

古
川
氏
の
話
︒ 

○
湖
南
長
沙
蘇
家
巷
怡
園
︒
葉
︒ 

元版 p810/現行版 p371 
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画
像 

入
口
︑
門
︵
黒
︶
石
敷
︑
植
木
鉢
︑
室 

輿 

四
五
︵
綠
色
の
蔽
︶
皇
帝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
イ
墻
の
屋
根
ニ
小
サ
ナ
木
ガ
生
ヘ
テ
イ
ル 

 

板
木
ニ
朱
ト
黒
ト
二
種
ア
リ
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

臺 

字 

幅 
 

 
 

 

水
盤
ニ
石 

 
 

 
  

 

架 
   

□
木 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

愊 
 

 

□
木 

紺
ノ
馬
掛
子 

金
の
メ
ガ
ネ 

白
皙 

葉
尚
農
︵
德
輝
︶ 

60 

○
紺
ノ
馬
掛
子
︒
金
の
メ
ガ
ネ
︒
白
皙
︒
葉
尚
農

︵
德
輝
︶︒
○
白
壁
︒
甎
︒
天
井
高
し
︒
伽
藍
ノ
感

ジ
︒
○
板
木
ニ
朱
ト
黑
ト
二
種
ア
リ
︒
○
高
イ
墻

の
屋
根
ニ
小
サ
ナ
木
ガ
生
エ
テ
ヰ
ル
︒
○
入
口
︒

門
︵
黑
︶︒
石
敷
︒
植
木
鉢
︒
室
輿
四
五
︵
綠
色
の

蔽
︶︒
皇
帝
畫
像
︒ 

︻﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

元版 p810/現行版 p371 

是了 

ムスコ 
室 

ノ
ラ
ン
プ
ア
リ
︑ 

燈
籠
イ
ク
ツ
モ
下
ル 

マ
ン
中
に
眞
□
□ 

コ
コ
ヨ
リ
二
階
ニ
上
ル 

紫
檀
の
卓
椅
子 

ノ
感
ジ 

白
壁
︑
甎
︑
天
井
高
し 

伽
藍 
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端
方
贈
︵
巡
撫
時
代
の
紀
念
︶ 

 
 

 

刻
本
の
捭
雅 

南
宋
本
ノ
南
岳
總
勝
集
も 

 
 

 

宋
︑
元
版
は
上
海
に
送
つ
た 

元
板
の
文
選 
北
宋
金 

 
 

 

白
︑
天
窓 

三
段
の
書
架 
 

萬
巻 

経
史
子
集 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

香
積
斎
堂―

山
路―

雲
麓
宮―

望
湘
亭 

 
 

 

所 
 

 
 

設 岳
麓
寺
︵
万
寿
寺
︶
古
刹
重
光
︵
赤
壁
︶ 

 

愛
晩
亭 

 
 

 
 

二
南
詩
刻 

 

     
   

61 

︻﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

○
愛
晩
亭
︒
錢
南
園
︑
張
南
軒
︑
二
南
詩
刻
︒
○

岳
麓
寺
︵
万
壽
寺
︶︒
古
刹
重
光
︵
赤
壁
︶︒
設
所

釋
氏
佈
教
ダ
ン
モ
ハ
ン
養
成
所
︒
香
積
齋
堂
︒
山

路
︒
雲
麓
宮
︒
望
湘
亭
︒ 

〇
二
階
︒
白
︒
天
窓
︒
三
段
の
書
架
︒35

万
卷
︒

經
史
子
集
︒
宋
︑
元
板
は
上
海
に
送
つ
た
︒
元
板

の
文
選
︑
北
宋
金
刻
本
の
捭
雅
︑
南
宋
本
ノ
南
岳
︒

總
勝
集
︑
端
方
贈
︵
巡
撫
時
代
の
紀
念
︶︒ 

元版 p810/現行版 p370～371 

エナメル        鼻で蠅 
二階 

張
南
軒 

銭
南
園 

釈
氏
佈
教
ダ
ン
モ
ハ
ン
養
成
所 

305 
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丘
塚 

芭
蕉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ザ
ク
ロ
ノ
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
君
子
堂 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

墓―

半
□ 

 
 

 
 

 
 

 
梧
桐 

コ
ノ
中
ニ
朱 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

都
督 

 
 

 
 

 
 

 
崇
道
祠 

 
 

 

シ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

劉
人
熈 

湖
南
𢃝𢃝
軍 

 
 

 

劉
中
丞
祠 

 
 

 
 

 

ア
リ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に 
 

 

黒 
 

黒
戸   

田
︑
筧 
雑
草 

 
 

北
海
碑
︵
墻
門
︶
石
階
︑
麓
山
寺
碑
亭
︑ 

iron-am
m

onium
 

 
 

 
 

iron-sulphite 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
化
学
薬
品
室 

62 

○
化
學
藥
品
室
︒iron-hum

onium
, iron-

salphate. 

牡
丹
花
の
白
瓶
︑
詩
あ
り
︒ 

○
北
海
碑
︵
墻
門
︶︒
石
階
︒
筧
︒
雜
草
︒
麓
山
寺

碑
亭
︵
白
か
べ
︶︒
○
劉
中
丞
祠
︒
崇
道
祠
︵
コ
ノ

中
ニ
朱
シ
ア
リ
︶︒
六
君
子
堂
︒
梧
桐
︒
芭
蕉
︒
ザ

ク
ロ
ノ
花
︒○
劉
人
熈
︒湖
南
督
軍
都
督
︒墓―

半
成
︒ 

 

元版 p810/現行版 p370 

へ金）（忠孝廉節（石）（朱キ）） 

︵
白
か
べ
︶ 

︵
中
も 

成立□□ 

牡
丹
花
の
白
瓶 

詩
あ
り 
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庭
は
石
ダ
タ
ミ
に
草 

小
さ
キ
桐 
石
上
ニ
ハ
フ
鶏 

 
 

閲
書
室 

実
□
室
︵
何
も
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

傘
︵
飴
色
︶ 

干 
 

 

米
教
師
二
人
︑
習 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

さ
る 

 
 

教
室 

 
 

 
―

電
気
工
学 

 
 

 
 

 
 

 
 

成
立
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

燈
籠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

周
囲
に
龍 

 
 

 

紙
旗 

紙 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

道
南
正
脈
︵
金
へ
藍
青
︶ 

 
 

 

花 

黒
ベ
ン
チ 

 
 

 
 

 
 

 
 

乾
隆
︵
白
カ
ベ
︶ 

 
 

 

白
エ
ン
ダ
ン 

湘
南
公
立
工
業
学
校 

白
へ
ク
ロ 

     
   

63 

︻﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

○
湘
南
公
立
工
業
學
校
︒
惟
楚
有
材
︑
於
斯
爲

盛―

白
堊
号
房
︒
○
成
立
大
會
︒
○
學
達
性
天

︵
コ
ウ
キ
︶︵
靑
へ
金
︶
○
日
本
國
旗
︒
紙
旗
︒
紙

花
︒
黑
ベ
ン
チ
︒
白
エ
ン
ダ
ン
︒
○
道
南
正
脈
︑

︵
金
へ
藍
靑
︶︑
乾
隆
︵
白
カ
ベ
︶︒
周
圍
に
龍
︒

○
教
室
︒hunting Cap. 

電
氣
工
學
︒
○
米
教
師

二
人
︒
○
閱
書
室
︒
實
習
室
︵
何
も
な
し
︶︒
○
庭

は
石
ダ
タ
ミ
に
草
︒
小
さ
キ
桐
︒
石
上
ニ
ハ
フ
鷄
︒

傘
︵
飴
色
︶
干
さ
る
︒ 

元版 p809～810/現行版 p370 

惟
楚
有
材 

 
 

於
斯
為
盛
︑ 

 

号
房 

白
堊 

国 □
旗 

日
本 

学達性天（コウキ）（青 

hunting 
cap 
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自
卑
亭 
黄
瓦
上
ニ
黒
瓦 

 

国
費
︑
道
を
造
る 
両
側
の
稲
田 

犬
水
中
に
入
る 

 

柳
並
木
︵
切
ら
れ
し
ま
ゝ
︶
黄
蔡
︵
鍔
︶
両
人
□
の
墓
の
為 

 
 

 
 

 

髪
切
れ
る
故
︑ 

 

女
学
生―

白
帽
ト
油
紙
の
傘
ト
寫
生
道
具
︑ 

 

長
沙 

モ
オ
タ
ア
︵
ボ
イ

二
人
︶
水
陸
洲
︑
橘
洲
︑
中
ノ
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

漢
口
の
子
供
橋
を
知
ら
ず 

上
海
の
子
供
井
戸
を
知
ら
ず 

64 

○
上
海
の
子
供
井
戸
を
知
ら
ず
︒
漢
口
の
子
供
橋

を
知
ら
ず
︒ 

○
長
沙
︒
モ
オ
タ
ア
︵
ボ
イ
二
人
︶︒
水
陸
洲
︒
橘

洲
︒
中
ノ
島
︒
○
女
學
生―

白
帽
︑
髮
切
れ
る

故―

油
紙
の
傘―

寫
生
道
具
︒○
柳
並
木︵
切

ら
れ
し
ま
ま
︶︒黃
蔡︵
鍔
︶兩
人
の
墓
の
爲
國
費
︑

道
を
造
る
︒
兩
側
の
稻
田
︒
犬
水
中
に
入
る
︒
○

自
卑
亭
︒
黃
瓦
上
ニ
黑
瓦
︒ 

︻﹁
湖
南
の
扇
﹂︼ 

昭
和
十
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た﹁
普
及
版
全
集
﹂の﹁
月

報
﹂第
五
号
に
︑次
の
五
十
ペ
ー
ジ
と
と
も
に
写
真︵
下

図
︶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒
写
真
の
左
側
に
︑﹁
手
帳―

支
那
旅
行
當
時―

︵
第
九
巻
収
録
︶﹂と
記
さ
れ
て
い
る

が
︑第
九
巻
の﹁
手
帳

よ
り
﹂の
中
に
は
︑ほ

か
の
手
帳
が
一
部
翻

刻
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
︑
中
国
旅
行
関

係
の
﹁
手
帳
六
︑
七
﹂

は
一
切
収
録
さ
れ
て

い
な
い
︒ 

元版 p809/現行版 p370 

□
柳 

前
門 

コ
コ
梧
桐 

カ
ゴ 

□
□
台 

赤
□ 
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メ
イ
ラ
ン
フ
ア
ン
風
の
歌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
成
里 

 
 

 

白
ヘ
青
︵
淡
︶
の
太
筋 

天
香
閣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
怡
里 

 
 

 

白
靴 

 

黒
靴
下 

 

腕
時
計 

 

眞
珠
の 

 
 

 
 

 
 

 

の 
 

 

 

綠
︵ 

 
 

 

の
□
葡
萄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
鎖 

     
   

65 

同
前
︑昭
和
十
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た﹁
普
及
版
全
集
﹂

の
﹁
月
報
﹂
第
五
号
よ
り
写
真
を
引
用
︒
本
ペ
ー
ジ
は
︑

藤
沢
市
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
﹁
手
帳
六
﹂
の
原

資
料
に
現
存
し
な
い
が
︑
内
容
は
﹁
元
版
全
集
﹂
に
翻

刻
さ
れ
て
い
る
︒
昭
和
十
年
以
降
︑
手
帳
が
寄
贈
さ
れ

る
ま
で
の
間
に
散
逸
し
た
か
︒ 

 

○
綠virigian

の
葡
萄
︒
眞
珠
のneckrace. 

diam
ond

の

ring. 

腕
時
計

diam
ond. 

m
edaillon 

金
鎖
︑白
靴
︒黑
靴
下
︒白
ヘ
靑︵
淡
︶

の
太
筋
︒
メ
イ
ラ
ン
フ
ア
ン
風
の
歌
︒
○
鳳
蓮
︒

西
洋
靴
︵
黑
︶︒
白
靴
下
︒ 
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viri- 
gian neck 

race. 
dia- 
mond 

ring 

diamond 赤 

赤 

赤 

medaillon. 

白
靴
下 

西
洋
靴
︵
黒
︶ 

鳳
蓮 

白
へ
淡
黄
の
細
筋 

銀 

lace 
pearl 

neck race. 
    翡 

翠 
ア リ 

ruby 

watch－腕 
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欠
損 

 
 

66 

○
兵
工
局
︒
槍
礮
局
︒
煙
突
林
立
︒
○
月
湖
︑
ア

シ
︑
ハ
ス
︑
汚
︒
曇
天
胡
蝶
︒ 

○
陸―

町―

舟
︵
豕
聲
︑
芥
山
︶―

漢
江
︑

泥
流
に
犬
の
屍
骸
︒ 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
四 

古
琴
臺
︼ 

 

元版 p809/現行版 p370 
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梧 
桐 

双
樹―

白
壁
に
梧
桐 

亭―

堂 

女
学
生 

舟 

古
琴
台
︵ 

 
 

︶
の
額 

 

□
□
︑ 

 
 

 

□ 
 

 
 

 

廉 

李
鴻
章
と
合
は
ず 

排
日 

後
ニ
親
日 

楼
上
張
之
洞
の
寫
眞 

楼
下
胡
弓
の
声 

 

電
報
の
為
に
苦
吟
す 

南
軍
々
中
の
学
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

巡
警 

白
服
一

黒
服
一 

boy
青
服
︒ 

酒
楼
中
へ
燕
︑
白
羽
︑
黒
羽
の
鳥
と
ぶ
︑
鳶 

鸚
鵡
洲
・
材
木
置
場 

そ
の
向
う
は
黄
麥―

茶 

     
   

67 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
三 

黃
鶴
樓
︑
四 

古
琴
臺
︼ 

鸚
鵡
洲
︑
材
木
置
場
︒
そ
の
向
う
は
黃
麥
︒―

酒
樓
中
へ
燕
︒
白
羽
黑
羽
の
鳥
と
ぶ
︒
鳶
︒
○
巡

警
︑
白
服
一
︑
黑
服
一
︒boy

靑
服
︒ 

○
電
報
の
爲
に
苦
吟
す
︒
南
軍
々
中
の
學
者
︒
○

樓
上
張
之
洞
の
寫
眞
︒
樓
下
胡
弓
の
聲
︒
○
廉
︑

李
鴻
章
と
合
は
ず
︒
排
日
︒
後
ニ
親
日
︒ 

○
古
琴
臺
︵
金
︑
群
靑
︶
の
額
︒
舟
︒
支
那
子
供

大
勢
︒
乞
食
︒
太
湖
石
︒
煙
草
廣
告
︒
双
樹―

白
壁
に
梧
桐
︒
亭―

堂
︒
山
水
淸
音
ノ
額
︒
女

學
生
︒
梧
桐
︒ 
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金 群
青 

煙
草
廣
告 

山
水
清
音
ノ
額 

支
那
子
供 

大
勢 

乞
食 
太
湖
つ 
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禹
廟 

煙
突
の
見
え
る
の
も
一
つ 

城
壁 

 
 

 
 

 
 

 

山
頭 

白
壁 

向
う
に
煙
突
見
え
ず
煙 

 
 

左
手
ハ 

長
江 

 
 

 
 

大
別
山 

樹
二
三
本 

 
階              

茶
舘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
―

賣
女
ト
醉
翁
仙
蘇
小
坡 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
 

赤
煉
瓦
の 

寫
眞
屋 

白
壁
の
町
・
乞
食 
交
番―

石
階―

ラ
マ
塔 

 

照
相
舘 

惟
精 

撞
板
︵
紫
房
︶ 

太
鼓
︵ 

 
 

︶
金
属 

劉
海
を
□
け
る  

一
対
づ
つ
両
房 

 
 

 

□
綠
卵
黄 
金
緣 

白
蘭
花
眞
珠
︑
下
げ
ず 

西
洋
布
︑ 
色
眼
鏡 

金
歯 

腕
輪 

露
路―

両
側
の
車―

乞
食―

家
口
に
金
の
赤
の
標
札 

眞
珠 

 
 

 

西
庇 

 
 

 
 

 

四
成
里 

68 

腕
輪
︑
撞
板
︵
紫
房
︶︑
太
鼓
︵
金
屬
︶︑
劉
海
を

分
け
る 

○
白
壁
の
町
︒
乞
食
︒
交
番
︒―

石
階
︒―

ラ
マ
塔
︒
赤
煉
瓦
の
寫
眞
屋
︑
昭
相
館
︑︵
惟
精
顯

眞
樓
︶―

石
階total 4 or 5. 

茶
館
︑
甘
棠
茶

酒
樓
︵
三
階
︶︒
何
と
か
第
一
倶
樂
部
︒―

賣
女

―

醉
翁
仙
︑
蘇
小
坡
︑
雲
龍
子
︒
城
壁
︑
長
江

︵
漢
口
︑
舟
︑
波
白
︶︒
大
別
山
︑
山
頭
樹
二
三
本
︒

禹
廟
︑
白
壁
︒
向
う
に
煙
突
見
え
ず
︑
煙
︒
煙
突

の
見
え
る
の
も
一
つ
︒
左
手
ハ 

︻﹁
雜
信
一
束
﹂
三 

黃
鶴
樓
︼ 
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○
露
地―

兩
側
ノ
車―

乞
食
︑
泥
中
臥―

家
口
に
金
の
赤
の
標
札
︑
眞
珠
︑
西
洋
庇
︒︵
四
成

里
︶ 

○
白
蘭
花
眞
珠
一
對
づ
つ
兩
房
︑
下
げ
ず
︑
西
洋

布
︵
綠
卵
黃
︑
淡
靑
卵
黃
︶︑
金
緣
色
眼
鏡
︑
金
齒
︑ 

泥
中
臥 

 
分 

淡
青
〃
〃 

―

石 

顯
眞
楼 

何
と
か
第
一
倶
楽
部 

甘
棠
茶
酒
楼
︵

3 階
︶ 

total  
4 
or 
5. 

雲
龍
子 

漢
口 

舟 波
白 
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―

戸
上
に 

 

青―

電
燈
2
個―
入
口
に
帽
子
か
け 

 

机
︵
ウ
と
並
ぶ
︶︑
鏡
︑
置
時
計
︑
引
き
出
し
︑―
戸
青 

 

挟
む
︶
マ
ホ
ガ
ニ
イ
紛
ひ
︑―

大
卓
︵
中
央
︶
同
上
︑―

 
 

□
ウ
ア
ド
︑
紫
檀
彫
︑
戸
に
鏡
︑―

椅
子
︵
壁
側
︶︵
小
卓
を 

 

香
烟
廣
告
の
娘
々―

寝
床
白
キ
ヤ
ノ
ピ
イ
︑
夏
蚊
帳―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
水
の
畫
4 

壁
青―

帷
白―

床
リ
ノ
リ
ウ
ム―

額 

寫
眞
金
黒 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―

川
に
赤
き
旗
の
小
蒸
汽―

夏
は
水
か
ぶ
る 

人
家
の
壁
白―

黃
州
の
城
壁
︑―

稍
遠
く
に
西
洋
舘 

boy
来
る―

雨―

麥
黃
︑
柳
と
民
家
︑―

崖
赤
︑ 

草
青 

     
   

69 

   

○boy

來
る―

雨―

麥
黃
︑柳
と
民
家
︑―

崖
赤
︑
草
靑―

人
家
の
壁
白―

黃
州
の
城
壁

―

稍
遠
く
に
西
洋
館―

川
に
赤
き
旗
の
小
蒸

汽―

夏
は
水
か
ぶ
る 

○
壁
靑―

帷
白―

床
リ
ノ
リ
ウ
ム―

額
山

水
の
畫
4
︑
寫
眞
金
黑―

香
烟
廣
告
の
娘
々

―

寢
床
白
キ
ヤ
ノ
ピ
イ
︑夏
蚊
帳―

ウ
ア
ド
︑

紫
檀
彫
︑
戸
に
鏡
︑―

椅
子
︵
壁
側
︶︵
小
卓
を

挾
む
︑
小
卓
の
下
に
銀
色
の
啖
壺
︶
マ
ホ
ガ
ニ
イ

紛
ひ
︑―

大
卓
︵
中
央
︶
同
上
︑―

机
︵
ウ
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並
ぶ
︶︑鏡
︑置
時
計
︑引
き
出
し
︑―

戸
靑―

戸
上
に
靑―

電
燈
二
個―

入
口
に
帽
子
か
け 

小卓の下ニ銀色の啖 
壺、 

。 
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天
花
宮
前
古
柳
樹
︵
槐
︶ 

漁
翁 

□ 
  

天
花
宮
︵
柳
︶ 
煙
水
亭
の
正
面 

廬
山 

小
丘 

且
将
湖
水
洗
心
頭 

 

纔
識
廬
山
眞
面
目 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

湖
水 

煙
亭
ヲ
遠
ザ
カ
ル
ト 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
濁
ト
ナ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
上
︑
燕
︑
浮
草 

 
 

書 

劉
□
□ 

洗
濯
女 
傘 

 
 

 
 

 
 

 

太
湖
石 

龍
池
寺 

 
 

 
 

甘
棠
湖 

 

煙
水
亭  

 
 

 
 

 
 

 

柳 

壁
に
蔦 

70 

○
龍
池
寺
︒
九
江
總
商
會
︒
甘
棠
湖
︒
○
煙
水
亭
︒

鳶
飛
魚
躍
︵
黑
へ
金
︶︑―

湖
山
主
人
︒
柳
︒
壁

に
蔦
︒
洗
濯
女
︑
傘
︒
水
上
︑
燕
︑
浮
草
︒
〇
一

小
亭
︒
綠
識
廬
山
眞
面
目
︑
且
將
湖
水
泛
心
頭
︒

○
湖
水
︑
煙
亭
ヲ
遠
ザ
カ
ル
ト
白
濁
ト
ナ
ル
︒
○

小
丘
︒
草
靑
︒
麥
黃
︒
土
赤
︒
○
天
花
宮
︒︵
柳
︶

煙
水
亭
の
正
面
︒廬
山
︒○
天
花
宮
前
古
柳
樹︵
槐
︶

︵
藍
へ
金
︑
白
壁
︶
漁
翁
︒ 
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説
ク 

湖
西
人 

土
赤 

麥
黄 

草
青 

一
小
亭 

藍
へ
金 

白
壁 

九江 
總商会 
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鳶
飛
魚
躍―

湖
山
主
人 

黑
へ
金 

山
下 

□
カ
ヤ
ノ
木
︑
竹
︑
枯
カ
ヤ
を
天
井
に
し
た
路
︒
ロ
バ
︑
豚
︑ 

石
門
関
の
瀧
︵
4
or
5
日
前
虎
来
り
牛
小
屋
の
犬
を
く
ふ
︶ 

 

香
爐
峯
ニ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
イ
ル
ク
ロ
オ
ス
に
花
模
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
る
あ
つ
し 

安
貧
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
ン
プ
屋 

酒
楼 

マ
ア
ケ
ツ
ト 

野
薔
薇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

支
那
町 

ブ
リ
キ
屋 

煙
草
屋 

薊 

除
虫
菊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

草
︑
石
︑
禿
︑
家 

紅
白
ウ
ツ
ギ 

 
 

 
 

 

日
章
旗 

憐
む
べ
き 

租
界 

     
   

71 

︻﹁
長
江
游
記
﹂
三 

廬
山
︵
上
︶︑
四 

廬
山
︵
下
︶︼ 

○
紅
白
ウ
ツ
ギ
︒
薊
︒
除
虫
菊
︒
野
薔
薇
︒
○
大

元
洋
行
︒
石
︒
赤
ヌ
リ
︒
窓
︒
日
章
旗
︒
オ
イ
ル

ク
ロ
オ
ス
に
花
模
樣
あ
る
あ
つ
し
︒
○
憐
む
べ
き

租
界
︒
草
︒
石
︒
禿
︒
家
︒
支
那
町
︒
ブ
リ
キ
屋
︒

煙
草
屋
︒
ラ
ン
プ
屋
︒
酒
樓
︒
マ
ア
ケ
ツ
ト
︒
安

貧
所
︒ 

○
香
爐
峯
ニ
白
樂
天
︑
李
白
︒
○
分
門
關
の
瀧
︒

︵
4or

5
日
前
虎
來
り
牛
小
屋
の
犬
を
く

ふ
︒︶
○
山
下
︒
カ
ヤ
の
木
︒
竹
︒
枯
カ
ヤ
を
天
井

に
し
た
路
︒
ロ
バ
︒
豚
︒ 

元版 p807～808/現行版 p368 

大元洋行 
石 赤ヌリ 
  窓 

李
白 

 

朱
子 

李
白 

白
楽
天 

白
楽
ナ
ド 
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麥
黄 

 
野
薔
薇 

 
 

 
 

 
 

︵Kuling Estate H
ead Coolie N

o

︶ 
 

ア
カ
シ
ア 

ポ
プ
ラ
ア
︑ 

 
 

 
 

 
 

 

牧
童 
水
牛
︑
牛 

 
 

 

赤
塗
の
椅
子 

 
 

 

牛
糞
燃
料 

 
 

 
 

 
 

︵
籐
の
部
分
残
ス
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
20 

 
 

 
 

日 
 

 
 

柳 
 

 
 

 
 

白 

笠
赤
毛 

 
 

 

黒
火
傘 

 
 

竹
筏 

 

兵
士 

鼠
服 

 
 

 
 

民 
竹
の
天
秤 

 

支
那
軍
艦
︵
和
舟
︶ 

纏
足
の
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

帯 

劍 
 

 
 

 
 

ム
ギ
ワ
ラ
帽 

韮
た
ば 

 

白
壁 

︵ 
 

 
 

 
 

 

︶ 
 

 
 

 
 

尼
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紫
の
家 

 
 

 
 

 

白
壁 

 
 

 
 

小 

孤 

竹
樹 
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大
孤
山
︒―

廬
山
︒―

赤
土
︒
塔
︵
癈
︶︒
柳
︒

紫
の
家
︒
白
壁
︒―

九
江
︒
水
際
の
城
壁
︒ 

○
兵
士
︵
帶
劍
︑
鼠
服
︑
白
笠
赤
毛
︶
民
︵
ム
ギ

ワ
ラ
帽
︑
竹
の
天
秤
︑
黑
日
傘
︶
○
韮
た
ば
︒
支

那
軍
艦
︵
和
舟
︶︒
竹
筏
︒
柳
︒
纏
足
の
女
︵
ヌ
ヒ

ト
リ
の
靴
︑
足
極
小
︶︒ 

○
牛
糞
燃
料
︒
牧
童
︒
水
牛
︒
牛
︒
ア
カ
シ
ア
︑

ポ
プ
ラ
ア
︒
野
薔
薇
︒
麥
黃
︒
○
赤
塗
の
椅
子
︵
籐

の
部
分
殘
ス
︶︒Kuling Estate H

ead Coolie 
N

o.

︵
黑
へ
白
︒
麥
藁
帽
︒︶ 

︻﹁
長
江
游
記
﹂
二 

溯
江
︑
三 

廬
山
︵
上
︶︼ 
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帽 

藁 

麥 
 

白 

へ 

黒 

大
孤
山 

 
 

 
 

 
 

―

飜
陽
湖―

廬
山―
赤
土 

 
 

九
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

塔―
廃 

城
壁 

水
際
の ヌ

ヒ
ト
リ
の
靴 

足 

極 

小 

○
小
孤
︒
竹
樹
︒
白
壁
︒
尼
寺
︒―

飜
陽
湖
︒ 
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桃
冲
鐡
山―

荻
港 

 

南
陽
丸 

水
の
差
は
漢
口
に
て
も
45
尺
位 

済
良
所
︵
蕪
湖
︶
自
由
廃
業 

豚
︑
擣
衣
︑
柳
︑
水
︑
ア
カ
シ
ア 

倚
陶
軒 

 
 

 
 

 
 

大
花
園―

陶
塘 

     
   

73 

︻﹁
長
江
游
記
﹂
一 

蕪
湖
︑
二 

溯
江
︼ 

〇
倚
陶
軒︵
李
鴻
章
の
別
莊
︶︒大
花
園―

陶
塘
︒

豚
︒
擣
衣
︒
柳
︒
水
︒
ア
カ
シ
ア
︒
濟
良
所
︵
蕪

湖
︶︒
自
由
廢
業
︒
南
陽
丸
︒
水
の
差
は
漢
口
に
て

も45

尺
位
︒
桃
冲
鐵
山―

荻
港
︒ 
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李
鴻
章 

の
別
荘 
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74 

m
asklike face. 

纏
足
︒
譚
鑫
培―

孔
明
︒
○
布

の
門
︒
屋
外
屋
内
︒
明
暗
︒
馬
上
︒
○candle 

without fire. enam
elled basin. towel. 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十 

戱
臺
︵
下
︶︼ 
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masklike face.  
纏□足、   孔明 
譚鑫培  

赤             Silver 
                 足 
       青 
       赤 
 
 
   兜□             

車、 
布の門         
屋外屋内 candle without 
 明暗  fire 
 馬上  enameled basin 
     towel 



60 

 

     
   

75 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
九 

戱
臺
︵
上
︶︼ 

〇
天
蟾
舞
臺
︒footlight. 

床―
brick. 

胡
弓
鼓

板
琵
琶
︵
左
︶︒
左
右
ニclock. 

︵
一
つ
止
ま
る
︶

天
聲
人
語︵
正
面
︶―

rose, accanthus. 

三
階
︒

白
亞
︒
籐
椅
子
︒
半
圓
形
︑
黃
銅
の
手
す
り
︒
大

き
な
電
燈︵
3
︶︒右
左
煙
草
の
廣
告
︒入
口―

太
平
門
︵
赤
へ
白
︶︒
幕―

蘇
州
銀
行
︑
三
砲
臺

香
姻
︒
武
松―

黑
︑
白―

赤
面
︒
幕
︵
左
右

へ
︶︒ 
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床―brick 
footlight. 
胡弓鼓板琵琶（左） 
左右ニ clock（一つ止まる） 
     roses   
          accanthus 
3 階 白堊 籐椅子 
半円形 黄銅の手すり  正面 
大きな電燈（３） 
右左煙草の廣告 
Exit―大平門（赤へ白） 
天蟾舞台 

蘇州銀行 
三砲台香烟 

     黒 
     白 
幕（左右へ） 

天
声
人
語
︵ 

 

︶ 

幕 

武□松     赤面 
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王
霖
珠 

 

鄭
孝
胥
の
家 

 
 

 
 

 
  

奔
牛 

龍
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ト
カ
サ 

コ
シ
ヤ
ク
レ
ル 

 

76 

◯
コ
シ
ヤ
ク
レ
ル
︒
ト
カ
サ
︒Saito. 

︻﹁
長
江
游
記
﹂一 

蕪
湖
︑﹁
上
海
游
記
﹂二
十
一 

最

後
の
一
瞥
︑
十
三 

鄭
孝
胥
氏
︼ 
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S、M.C 

Saito. 

grey 
□ 
3 

 
 
red 
Tyle 



62 

 
 

 
 

 

□
□
医
院 

浅
草
北
東
□
十
□
︵
□
︶︵
神
田
□
□
□
□
□
□
︶ 

 
 

三
□
□
八
十
□
□
□
□
行
︑ 

 

妻
恋
坂
の
途
中
︑ 

 

□ 

其 

つ 

外 

の 

家 
 

□ 

山 

一 

□ 

□ 

□ 

万 

千 
 

     
   

77 

 

全
集
未
収
録 
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□
□
寺 

門 
 

□
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

陵 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
石
□ 

 

西
門
外
に
高
跳
動
あ
り 
そ
の
為
参
詣
人
少
し 

台 

龍
雲 

 
 

太
祖
像
︵
明
太
祖
高
皇
帝
之
位
︶
朱
金 

治
隆
唐
宋
︵
赤
壁
︶ 

龍 

唐
草 
石
亀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

門
︵
布
袋
︶―

堂
︵
大
雄
︶―

︵
蔵
経
抄
︶ 

78 

○
門
︵
布
袋
︶―

堂
︵
大
雄
︶―

︵
藏
經
抄
︶ 

○
治
隆
唐
宋
︵
赤
壁
︶︒
龍
︒
唐
草
︒
石
龜
︒
大
祖

像
︒
明
太
祖
高
皇
帝
之
位
︒
朱
金
︒
臺
︑
龍
雲
︒

○
西
門
外
に
高
跳
動
あ
り
︒
そ
の
爲
參
詣
少
し
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
二
十
八 

南
京
︵
中
︶︼ 
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壁朱  □ □ 
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江
天
禅
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

川 

泥
坊 

鐘 
 

 

材
木 

貧
民
く
つ 

材
木 

無 

炭 

舟
︵ 

 

姜
太
公
在
此
百
無
禁
忌 

右 

に
釣
魚
台 

 

向
う
に
湖
心
□
寺
︑
や
が
て
五
亭
橋 

左 

橋
︵
大
︶
大
虹
橋
︵ 

勿
用

日
貨 

︶
春
柳
堤 

徐
園
︵
徐
宝
山
︶ 

勿
用
日
貨
︵
白
︑
城
壁
︶ 

墓
麥
柳
鳩 

     
   

79 

︻﹁
江
南
游
記
﹂二
十
四 

古
揚
州︵
中
︶︑二
十
五 

古

揚
州
︵
下
︶︑
二
十
六 

金
山
寺
︼ 

○
勿
用
日
貨
︵
白
︑
城
壁
︶︒
墓
︒
麥
︒
柳
︒
鳩
︒

橋
︵
大
︶︒
大
虹
橋
︵
勿
用
日
貨
︶︒
春
柳
堤
︒
徐

園
︒︵
徐
寶
山
︶
乾
の
爲
一
夜
ニ
作
ル
︒
向
う
に
湖

心
寺
︒
や
が
て
五
亭
橋
︒
左
に
ラ
マ
寺
︵
塔
︶︒
右

に
釣
魚
臺
︒ 

○
姜
大
公
在
此
間
無
禁
忌
︒
貧
民
く
つ
︒
川
︒
鐘
︒

材
木
︒
泥
坊
︒
無
煙
炭
︒
舟
︵
石
炭
︑
桐
︶︒
江
天

禪
寺
︒ 

元版 p806/現行版 p367 

に
ラ
マ
寺
︵
塔
︶ 

乾
の
為
一
夜
ニ
作
ル 

桐 石
炭 

煙 
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牛
糞
を
壁
に
貼
る
も
の
あ
り
︵
鳥
打
帽
︶ 

さ
せ
る
も
の
︶ 

 
竹
林
中
の
茶
亭
︵
綠
楊
村
︶
舟
に
女
の
子
︵
玫
瑰
を
髪
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
木 

 

赤
欄
の
木
橋
︵
新
橋
︶ 

城
壁
を
く
ぐ
る 

左 

城
壁
に 

蔦 

汚
水 

煉
瓦
橋 
靴
を
洗
ふ
女 

菜 

花 

家
々 

新
樹 

鵞 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

家
鴨 

対
聯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
か
け
声
︑
拳
を
う
つ
声 

 
 

 
 

梯
子 

︵
呉
城
𨤍𨤍
品 

京
荘
紹
酒
︶
驢
の
声
鈴 

轎
子 

 

菜
は
□
正
方
形
の
新
聞
紙
上
に
お
く
︵
二
銭
位
︶
田
螺 

80 

螺
︒
梯
子
︵
呉
城
𨤍𨤍
品
︑
京
莊
紹
酒
︶
驢
の
鈴
︒

轎
子
の
か
け
聲
︒
拳
を
う
つ
聲
︒ 

○
對
聯
︒
獨
立
大
道
︑
共
和
萬
歳
︒
文
明
世
界
︑

安
樂
人
家
︒ 

○
汚
水
︒
煉
瓦
橋
︒
靴
を
洗
ふ
女
︒
菜
花
︒
家
々
︒

新
樹
︒
家
鴨
︒
鵞
︒
朱
欄
の
木
橋
︵
新
橋
︶︒
城
壁

を
く
ぐ
る
︒
左
︑
城
壁
に
蔦
︑
小
木
︒
竹
林
中
の

茶
亭
︒︵
綠
楊
村
︶
舟
に
少
女
︵
玫
瑰
を
髮
に
さ
せ

る
も
の
︶︒
牛
糞
を
壁
に
貼
る
も
の
あ
り
︵
鳥
打

帽
︶︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂二
十
一 

客
棧
と
酒
棧
︑二
十
六 

金

山
寺
︑
二
十
三 

古
揚
州
︵
上
︶︑
二
十
四 

古
揚
州

︵
中
︶︼ 
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独
立
大
道 

 
文
明
世
界 

□
共
和
万
歳 
安
楽
人
家 

菜
は
正
方
形
の
新
聞
紙
上
に
お
く
︵
二
錢
位
︶︒
田 
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心
臓 

 

ヲ
売
リ
ニ
来
ル
男 

 
 

 
 

 
□
中
に
□
醤
油
瓶
ア
リ 

胃
袋 

 
 

豚
の
腸 

電
燈 

天
井
比
較
的
高
し 

黒
衣
青
袴 

深
青
衣
濃
青
袴
の
杜
氏
︑
卓
上
の
菜 

瘦
犬 

 
 

 
 

錫
︑
筋 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

辮
髪
の
男
︒ 

卓
︵
タ
メ
塗
ハ
ゲ
タ
リ
︶
同
じ
や
う
な
腰
か
け 

白
壁
︑
煤
柱
︑
土
間 

酒
桟
︵
京
荘 

花
雕
︶ 

白
瓶
︵ 

上
酒

赤
瓶 

︶           

正
方
形
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
寺
の
塔 

暮
色 

小
呉
軒 

白
壁 

運
河 

新
樹 

蛙
︑
鵲 

     
   

81 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
九 

寒
山
寺
と
虎
邱
と
︑
二
十
一 

客
棧
と
酒
棧
︼ 

○
白
壁
︒
運
河
︒
新
樹
︒
蛙
︒
鵲
︒
北
寺
の
塔
︒

暮
色
︒
小
呉
軒
︒ 

○
酒
棧
︒︵
京
莊
花
雕
︶︑
白
瓶
︵
赤
瓶
上
酒
︶︒
正

方
形
の
卓
︵
タ
メ
塗
ハ
ゲ
タ
リ
︶︒
同
じ
や
う
な
腰

か
け
︒
白
壁
︒
煤
柱
︒
土
間
︒
瘦
犬
︒
錫
︒
筋
︵
茶

碗
程
の
盃
︑
底
に
靑
蓮
華
︶︒
辮
髮
の
男
︒
黑
衣
靑

袴
︒
深
靑
衣
濃
靑
袴
の
杜
氏
︒
卓
上
の
菜
︒
電
燈
︒

天
井
比
較
的
高
し
︒
豚
の
腸
︑
胃
袋
︑
心
臟
ヲ
賣

リ
ニ
來
ル
男
︒
中
に
醬
油
瓶
ア
リ
︒ 
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酒  桟 

竹 

底
に
青
蓮
華 

茶
碗
程
の
盃
︑ 
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鳥
ナ
リ
︵
九
官
ノ
一
種
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
  

九
パ
ク 

廃
□
塔
傾
く 
鴉
嘸
声 

御
碑
亭
ト
客
殿 

古
眞
嬢
墓        

 
□ 

海
□
陵
陳
鐡
坡
重
建 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

途
中
村
落 

江
蘇
巡
撫
程
德
全
︑ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

遠 

跨
海
万
里
弔
古
寺 

惟
為
鐘
声
送
送
君 

82 

○
跨
海
萬
里
弔
古
寺
︑
惟
爲
鐘
聲
遠
送
君
︒
江
蘇

巡
撫
程
德
全
︒ 

○
途
中
村
落
︒
柳
︒
鵞
︒
鴨
︒ 

○
虎
邱
︒
海
陵
陳
鐵
坡
重
建
︒
古
眞
孃
墓
︒
癈
塔

傾
く
︒
鴉
嘸
聲
︒
パ
ク
︒
鳥
ナ
リ
︵
九
官
ノ
一
種
︶︒

御
碑
亭
ト
客
殿
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
九 

寒
山
寺
と
虎
邱
と
︼ 
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鴨鵞 柳 

虎邱  × 
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七
級
塔 

恨
無
十
万
横
磨
劍 

殺
盡
倭
奴
方
罷
休 

莽
蕩
河
山
起
暮
愁 

何
来
不
共
戴
天
仇 

 

見 
 

□
山
閣 

窓
外 

藤 

竹 

萬
笏
朝
天
の
一
部 

窓 

燈 

籠 

     
   

83 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
七 

天
平
と
靈
巖
と
︵
中
︶︑
十
六 

天
平
と
靈
巖
と
︵
上
︶︼ 

○
窓
︑
燈
籠
︒
窓
外
︑
藤
︑
竹
︒
萬
笏
朝
天
の
一

部
︒
見
山
閣
○
莽
蕩
河
山
起
暮
愁
︑
何
來
不
共
戴

天
仇
︑
恨
無
十
萬
橫
磨
劍
︑
殺
盡
倭
奴
方
罷
休
︒

〇
七
級
塔
︒ 
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呉
中
第
一
水 

 
 

藻 
 

 
 

 
 

盆
□
盂
泉 

 
 

玫
瑰 

の
落
花 

落
龍
髯 

 

泉 
白
雲
泉 

―
 

 

ト
タ
ン
の
管 

亭 
 

 
 

南
無
無
量╲
魚
楽 

ギ
ボ
ン
ユ 

玫
瑰 

佛 

藻
を 

 
 

 
 

 
 

 
壽
佛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
る
男 

 
 

 
 

 

貝
障
子 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
  

貝
障 

 

棗 

栗 

西
瓜 

枝
豆
︵ 

 
 

︶ 

84 

○
棗
︒
栗
︒
西
瓜
︒
枝
豆
︵
茹
而
于
︶︒
貝
障
︒
楓

二
抱
︒ 

○
泉
︒
白
雲
泉
︒
盃
盂
泉
︒
○
魚
樂
︒
ギ
ボ
シ
ユ
︒

玫
瑰
︒
佛
︒
藻
を
と
る
男
︒
○
ト
タ
ン
の
管
︒
玫

瑰
の
落
花
︒
亭
︒
呉
中
第
一
水
︒
藻
︒
龍
髯
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
六 

天
平
と
靈
巖
と
︵
上
︶︑
十
七 

天
平
と
靈
巖
と
︵
中
︶︼ 
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茹
□ 

干 

大
理
石
︑ 

楓 

二
抱 



70 

諸
君
你
在
快
活
之
時 

不
可
忘
了
三
七
二
十
一
條 

 
 

 
 

 

人
心
平
平 

天
下
泰
平 

高
義
園 

天
平
地
平 

人
心
不
平 

天
平
寺
山 

山
羊 

犬
与
日
奴
不
得
題
壁 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
衣
の
婆
︒ 

ホ
テ
ル
︑
野
雉
︑
三
階
︑
胡
弓
︑
朝
の
バ
ラ
賣
り 

     
   

85 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
六 

天
平
と
靈
巖
と
︵
上
︶︼ 

○
ホ
テ
ル
︒
野
雉
︒
三
階
︒
胡
弓
︒
朝
の
バ
ラ
賣

り
︑
靑
衣
の
婆
︒ 

○
天
平
山
︒
山
羊
︒
犬
與
日
奴
不
得
題
壁
︒
高
義

園
︒
天
平
地
平
︑
人
心
不
平
︑
人
心
平
平
︑
天
下

泰
平
︒
○
諸
君
儞
在
快
活
之
時
不
可
忘
了
三
七
二

十
一
條
︒ 
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多
し
︑
馿
上
の
客
︒ 

盲
人
の
胡
弓 

轎
子
の
美
人 

珠
玉
商 

装
飾
商 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

々 

所
の
金
佛 

遥
に
瑞
光
寺
の
廃
塔 

北
寺 

七
塔 

桃
色
の
壁 
入
口
暗
し 

カ
ン
テ
ラ
の
塔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

手
品 

秋
に
な
る
と
虫
の
鳴
き
合
せ
︒ 

玄
妙
観 

観
後
の
書
畫
︑
剣
術
︵
四
人
︶
赤
毛
の
槍 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

万
世
師
表 
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○
玄
妙
觀
︒
觀
後
の
畫
□
︒
劍
術
︵
四
人
︶︒
赤
毛

の
槍
︒
手
品
︒
秋
に
な
る
と
虫
の
鳴
き
合
せ
︒ 

○
北
寺
︒
七
塔
︒
桃
色
の
壁
︒
入
口
暗
し
︒
カ
ン

テ
ラ
の
塔
︒
所
々
の
金
佛
︒
遙
に
瑞
光
寺
の
癈
塔
︒ 

○
盲
人
の
胡
弓
︒
轎
子
の
美
人
︒
珠
玉
商
︑
裝
飾

商
多
し
︒
驢
上
の
客
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
四 

蘇
州
城
内
︵
中
︶︑
十
三 

蘇

州
城
内
︵
上
︶︼ 
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廊 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
群
青
へ
白 

 
 

 

大
中
小 

 
 

 

大
イ
テ
フ 

龍 
 

 
 

太
鼓 

 

煉
瓦 

 

二
三
本 

石
階 

 

門 

鐘 
 

 
 

 
 

大
イ
テ
フ 

 

塔 

桑 
 

 
 

廊 
 

 
 

 
 

 

ア
バ
タ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

テ
ン
足 

女
子 

青
衣 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
老
婆
□ 

 
 

 
 

 
 

石
橋 

門 

池 

杉 

礼
門
石
獅 

池 

     
   

87 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
十
五 

蘇
州
城
内
︵
下
︶︼ 

○
孔
子
廟
︒
門
︒
池
︒
杉
︒
禮
門black. 

石
獅
︒

池
︒
石
橋
︒
靑
衣
︑
テ
ン
足
の
老
婆
︒
女
子
︑
ア

バ
タ
︒
塔
︒
桑
︒
門
︒
毒
ダ
ミ
ノ
花
︒
鐘
︒
太
鼓

︵
大
中
小
︶︒
廊
︒
煉
瓦
︒
廊
︒
大
イ
テ
フ
︑
二
三

本
︒
石
階
︑
龍
︒
○
大
成
殿
︒
群
靑
へ
白
︒
赤
瓦
︒

大
廊
︒
黃
柱
︒
黃
壁
︒
萬
世
師
表
︒
朱
金
︒
臭
氣
︒

蝙
蝠
の
糞
︒
異
臭
︒ 
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毒ダタミの花 

大 
 

文
成
殿 

赤
瓦 

大
扉 

黃
柱 

〃
壁 

 

萬 

異
臭 

糞
︒ 

蝙
蝠
の
□ 

臭
気 

万
世
師
表 

朱
金 太

湖
石 

black 
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油
炸
塊 

 
 

 
 

 

脇 

500
前
後
︑ 

   

龍
□
＋ 

88 

全
集
未
収
録 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
八 

西
湖
︵
三
︶︼ 

 

 

1   3 □ 

□ 釈
□ 

赤
布
□ 

大
布
□ 

39□ 
220□ 
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89 

 

◯In Loving M
em

ory of O
yoshi M

inae. 
Beloved wife of W

―
. D

ied 26th July 
1912. 

Aged 
39 

Years. 
G

one 
but 

not 
forgotten. 
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Saved to two me□□.   
In Loving Memory  

of  
Oyoshi Minae  

Beloved wife of  
W       

Died 26th July 1912  
Aged 39 years  

Gone but not  
forgotten 
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無
敵
牌
牙
粉 

 
 

 

獅
子
牙
粉
︑ 

双
嬰
孩
牌
香
烟 

 
 

仁
丹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
 

士
加
嘉
興 

□
湾
江
水 

永 

遠
水
牧
童 

硤
石―

石
山 

90 

◯
硤
石―

石
山
◯
嘉
興
︑
灣
江
水
永
︑
遠
水
牧

童
○
双
嬰
孩
牌
香
烟
︑
無
敵
牌
牙
粉
○
仁
丹
︑
獅

子
牙
粉 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
二 

車
中
︵
承
前
︶︼ 
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鳳
林
寺 

乞
食
叩
頭
拍
胸
臭
脚 

大
雄
宝
殿
の
後 

 

靈
隱
寺 

栗
鼠 

支
那
僧
︵ 

 
 

 
 

 

︶ 
 

□
萬
竿
煙
雨 

羊 
 

 
 

 
 

殿 
 

 
 

 
 

 
 

門 
 

 

洗
心
亭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池 

魚
楽
園 

四
角
の
池
︑
欄
︑
鯉 

水 

青
黒 

茶 

     
   

91 

︻﹁
江
南
游
記
﹂十
二 

靈
隱
寺
︑十
六 

天
平
と
靈
巖

と
︵
上
︶︼ 

○
魚
樂
園
︒
洗
心
亭
︒
四
角
の
池
︒
欄
︒
鯉
︒
水
︑

靑
黑
︒
茶
︒
○
萬
竿
煙
雨
︒
羊
︒
○
靈
隱
寺
︒
栗

鼠
︒
支
那
僧
︵
鼠
色
衣
︑
エ
ビ
茶
袈
裟
︶︒
乞
食
叩

頭
拍
胸
臭
脚
︒
大
雄
寶
殿
の
後
︒
九
里
松
︒
鳳
林

寺
︒ 
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松里九 

エ
ビ
茶
袈
裟 

鼠
色 

衣 
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放
鶴
亭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
湖
心
亭 

三
潭 

 
 

 
 

 

菜 

楼
外
楼
︵
食
舘
︶―
孤
山 
柳
︑
梧
︑
槐
︶ 

水
辺
に
衣
を
洗
ひ
叩
く
男
あ
り 

曲
曲
廊 

伴
坡
亭 

92 

○
曲
曲
廊
︒
伴
坡
亭
︒ 

○
樓
外
樓
︵
菜
館
︶―

孤
山
︵
柳
︑
梧
︑
槐
︶︒

箸
︒
杖
︒
西
瓜
︒
杏
︒
水
邊
に
衣
を
洗
ひ
叩
く
男

あ
り
︒
舟
を
こ
ぐ
支
那
の
女
︒
鷄
を
洗
ふ
︒
鮒
を

釣
る
︒
キ
ヤ
ラ
メ
ル
︒
赤
衣
紫
袴
の
小
兒
二
人
︒

西
洋
セ
ル
地
の
支
那
服
の
女
二
人
︒ 

○
湖
心
亭
︒
三
潭
︒
支
那
人
︑
胡
弓
︑
笛
︒
支
那

人
︑
蛇
︑
龜
︒
木
に
龜
︒
○
放
鶴
亭
︒
女
學
生
︵
白

衣
黑
袴
︶︒
柳
絮
︒
梅
︒
柳
︒
鵲
︒
芦
︒
南
京
藻
︒

菱
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
六 

西
湖
︵
一
︶︑
九 

西
湖
︵
四
︶︑

十 

西
湖
︵
五
︶︑
十
一 

西
湖
︵
六
︶︼ 
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梅
柳 

柳 

絮 
女
学
生
︵ 

 
 

︶ 

白
衣 

黒
袴 

鵲 

木
に
亀 

支
那
人 

蛇 

亀 

支
那
人
胡
弓 

笛 菱 南
京
藻 

芦 

女
二
人 

地
の
支
那
服
の 

児
二
人
︒
西
洋
セ
ル 

赤
衣
紫
袴
の
小 

鮒
を
釣
る 

鶏
を
洗
ふ 

舟
を
こ
ぐ
支
那
の 

女 箸
︑
杖
︑
西
瓜
︑
杏 

キ
ヤ
ラ
メ
ル 
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碧
霞
□
面
□
舍 

︵
白
壁
吾
桐
︶ 

 

兪
楼 

□ 

西 

池
︵
龍
の
ヒ
ゲ 

竹 

藻 

水
上
の
ト
ン
ボ 

浮
草
の
花 

水
浅
し 

轎
子
︑
螢
︑
蛙 

ク
モ
︑
白
壁
︑
ヤ
モ
リ
︑
南
京
虫
︑
闇
中
の
女 

白
沙 

堤
上 

馬
鈴 

青
袴
黒
衣 

     
   

93 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
四 

杭
州
の
一
夜
︵
中
︶︑
十
二 

靈

隱
寺
︑
五 

杭
州
の
一
夜
︵
下
︶︑
六 

西
湖
︵
一
︶︼ 

○
白
沙
︒
堤
上
︒
馬
鈴
︒
靑
袴
黑
衣
︒
ク
モ
︒
白

壁
︒
ヤ
モ
リ
︒
南
京
虫
︒
闇
中
の
女
︒
轎
子
︒
螢
︒

蛙
︒ 

○
水
上
の
ト
ン
ボ
︒
浮
草
の
花
︒
水
淺
し
︒ 

○
兪
樓
︒
碧
霞
西
舍
︒︵
白
壁
︑
□
桐
︶
池
︒︵
龍

の
ヒ
ゲ
︑
竹
︑
藻
︶ 
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水
に
の
ぞ
む 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桑
畑 

吉
加
興 

城
壁
の
廣
告 

橋 
 

 
 

 
 

 
 

 

塔 
 

美
人
で
す
よ
︵
村
田
氏
の
言
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ 

蘇
州
へ
行
つ
た
ら
目
を
つ
ぶ
の
て
つ
か
ん
で
も
□ 

切
符
に
赤
鉛
筆
の

line
を
ひ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

︵
二
本
︶ 

支
那
車
掌 

綠
色
の
服 

金
筋
の
帽 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

黄 

94 

○
支
那
車
掌
︒
綠
色
の
服
︒
黃
筋
︵
二
本
︶
の
帽
︒

切
符
に
赤
鉛
筆
のline

を
ひ
く
︒ 

○
蘇
州
へ
行
つ
た
ら
目
を
つ
ぶ
つ
て
つ
か
ん
で
も

美
人
で
す
よ
︒︵
村
田
氏
の
言
︶ 

○
嘉
興
︒
水
に
の
ぞ
む
城
壁
の
廣
告
︒
橋
︒
塔
︒

桑
畑
︒ 

︻﹁
江
南
游
記
﹂
一 

車
中
︑
二
十 

蘇
州
の
水
︑
二 

車
中
︵
承
前
︶︼ 
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□ 
 

 

鄭
孝
胥 

 

樊
々
山 

 

□ 

面 

□
□ 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
 

 

王
樹
南
㭷
枬
古
学 

 
 

 

楠 
 

一 

     
   

95 

︻
王
樹
枬
︵
枏
︶︑
沈
子
培
︑
樊
々
山
︑
鄭
孝
胥
︼
い
ず

れ
も
当
時
の
中
国
の
学
界
・
政
界
を
牽
引
す
る
学
者
︒

芥
川
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
中
国
に
留
学
し
た
諸
橋
轍
次

に
よ
る
﹁
漢
学
界
の
回
顧 

十
一
︵
口
述
︶
中
国
の
学

者
の
思
い
出
﹂︵﹃
漢
文
教
室
﹄
十
九
号
︑
昭
和
三
十
年

六
月
︑https://kanjibunka.com

/yom
im

ono/rens 
ai/yom

im
ono-2168/

︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
な
お
︑

樊
々
山
に
つ
い
て
は
︑︻﹁
北
京
日
記
抄
﹂四 

胡
蝶
夢
︼

に
︑﹁
樊
半
山
﹂
と
し
て
言
及
が
あ
る
︒ 

全
集
未
収
録 
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﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

鐵
の
門
︵
ペ
ン
キ
ぬ
り
︶
石
だ
た
み
に
水
た
ま
る 

毛
皮
を
か
け
し
籐
椅
子 

黒
衣 

灰
色
の
下
着 

96 

黑
衣
︒
灰
色
の
下
着
︒
毛
皮
を
か
け
し
籐
椅
子
︒

鐵
の
門︵
ペ
ン
キ
ぬ
り
︶︒石
だ
た
み
に
水
た
ま
る
︒

boy

案
内
す
︒ 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
一 

章
炳
麟
氏
︼ 

元版 p803～804/現行版 p364 



82 

顔
面
黄
に 

背
□
曲
れ
り 

緣
な
し
金 

眉
薄
く 

眼
細
く 

髭
髯
薄
く 

 

剝
製
の
鰐 

古
書 

金
石
索
の
箱 

章
太
炎
先
生―

元
洪 

東
南
樸
学 

裕
仁 

章
炳
麟 

     
   

97 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
一 

章
炳
麟
氏
︼ 

︻
裕
仁
︼
昭
和
天
皇
へ
の
言
及
か
︒ 

◯
章
炳
麟
︒
東
南
撲
學
︑
章
太
炎
先
生―

元
洪
︒

剝
製
の
鰐
︒
古
書
︒
金
石
索
の
箱
︒
眉
薄
く
︑
眼

細
く
︑
髭
髯
薄
く
︑
顏
面
黃
に
︑
背
曲
れ
り
︒
緣

な
し
金
メ
ガ
ネ
︒ 
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𢛔𢛔 □
陳
子
培 

李
経
邁 
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全
集
未
収
録 
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Totem ＆ Taboo 
                            □ 

Psycho-Pathology  
of Eeveryday Life 

          
P. Adam schall von 
Bell. (1591-1666)  
R. mathiew Ricci.  
利瑪竇(1552-1610 

 

     
   

99 

︻Totem
 &

 Taboo

︼
フ
ロ
イ
ト
﹃
ト
ー
テ
ム
と
タ
ブ

ー
﹄︵1913

︶
の
英
題
︒﹁
＆
﹂
に
は
複
数
の
書
き
方
が

あ
る
が
︑﹁
＋
﹂
を
崩
し
た
書
体
と
思
わ
れ
る
︒ 

︻Psycho-Pathology of Eeveryday Life

︼
フ
ロ
イ

ト﹃
日
常
生
活
の
精
神
病
理
学
に
む
け
て
﹄︵1901

︶の

英
題
︒ 

︻P. Adam
 schall von Bell.

︼Johann Adam
 Schall 

von Bell 

の
こ
と
か
︒
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
︒
中
国

名
は
﹁
湯
若
望
﹂︒ 

︻R. m
athiew Ricci.

︼M
atteo Ricci

の
こ
と
か
︒

イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
︒
中
国
名
は
﹁
利
瑪
竇
﹂︒ 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
二
十 

徐
家
滙
︼ 

全
集
未
収
録 
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西
皮
調
︑
武
家
坡
︒ 

薛
平
貴
唱
︑ 

八
月
十
五 

月
光
明
︑ 

薛
平
貴
在
月
下
修
写 

王
宝
川
唱 

 
 

 
 

 
 

薛
唱 

書
文
︑ 

 
 

 
 

我
問
他
好
来
︑ 

 
 

他
到
好
︑ 

王
唱
︑ 

 
 

 
 

薛
唱
︑ 

 
 

 
王
唱 

再
問
他
好
来
︑ 

 

倒
他
安
寧
︑ 
衣
裳
破
了 

薛
唱
︑ 自

有
人
逢
︑
薛
太
哥
︑
这
幾
年
︑
運
不
通 

102 

◯
西
皮
調
︑武
家
坡
︒薛
平
貴
唱 

八
月
十
五
月
光
明
︑

薛
平
貴
在
月
下
修
寫
書
文
︑
王
寶
川
唱 

我
問
他
好

來
︑
薛
唱 

他
到
好
︑
王
唱 

再
問
他
好
來
︑
薛
唱 

倒

他
安
寧
︑
王
唱 

衣
裳
破
了
︑
薛
唱 

自
有
人
逢
︑
薛

太
哥
︑
这
幾
年
︑
運
不
通 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
六 

南
国
の
美
人
︵
中
︶︼ 
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他
在
那
︑
西
涼
國
︑
受
了
苦
辛…

…
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
髻 

 

天
竺 

金
釧
寛 

 
 

 
 

眞
珠
の
首
飾 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
崑
曲 

江
蘇
省
崑
山
縣
よ
り
起
る 

笛 

調
慨
慷
哀
惋
悽
楚 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

黛
玉 

１
秦
腔 

胡
弓
と 

笛 

山
西
よ
り
起
る 

こ
の 

  
    

103 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
六 

南
国
の
美
人
︵
中
︶︼ 

◯
黛
玉
︒
１
秦
腔
︒
胡
弓
と
笛
︒
山
西
よ
り
起
る
︒

こ
の
調
慨
慷
哀
惋
悽
楚
︒
２
崑
曲
︒
江
蘇
省
崑
山

縣
よ
り
起
る
︒
笛
︒ 

◯
天
竺
︒
眞
珠
の
首
飾
︒
金
釧
寬
︒
白
髻
。 

 

他
在
那
︑
西
涼
國
︑
受
了
苦
辛…

…
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洛
娥 

貴
州
省
長
王
文
華
暗
殺 

黒
衣
白
蘭 

 

の
指
環 

秦
楼 

〇
西
皮
調
の
汾
河
湾
︵
胡
弓
︶ 

萍
郷 

京
□
調
の
黨
馬 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
位
に
見
ゆ 

阿
片
を
の
む
故
老
い
た
り 

 

眞
珠
の
粉
を
青
年
時
代
に
の
む 

不
老
術 

104 

四
十
位
に
見
ゆ
︒眞
珠
の
粉
を
靑
年
時
代
に
の
む
︒

不
老
術
︒
阿
片
を
の
む
故
老
い
た
り
︒ 

○
萍
鄕
︑
京
調
の
黨
馬
○
秦
樓
︑
西
皮
調
の
汾
河

灣
︵
胡
弓
︶︒
○
洛
娥
︒
貴
州
省
長
王
文
華
暗
殺
︒

黑
衣
白
蘭
︒diam

ond

の
指
環
︒ 

︻﹁
上
海
游
記
﹂十
六 

南
国
の
美
人︵
中
︶︑十
七 

南

国
の
美
人
︵
下
︶︼ 
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手
︵
子
供
じ
み
た
る
︶
∧
□
□ 

 
 

耳
環 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
蘭
︵
髪
︶ 

 
 

櫛
︵
黒
︶―

鼈
甲
︑ 

背
低
肥 

 
 

 
 

 
 

平
面 

 
 

 

引
眉 

紅
頰
紅 

黒 

銀
緣 

腕
環 

dia-
mond
の
指
環
︵
財
産
の
all
︶ 

     
   

105 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
六 

南
国
の
美
人
︵
中
︶︼ 

◯
黑
︒
銀
緣
︒
腕
環
︵
左
翡
翠
︑
右
金
銀
︶︒
褲
サ

ヤ
ガ
タ
︒
上
衣
蘭
花
︒
引
眉
︒
頰
紅
︒
平
面
︒
背

低
肥
︒
細
目 

vivid. 

䞇
肉
︒
眶
︒
揉
上
げ
な
し
︒

口
元
の
皺
︒
白
蘭
︵
髮
︶︒
櫛
︵
黑
︶―

鼈
甲
︒

耳
環D

iam
ond. 

頸
元
にdiam

ond

と
翡
翠
の

勳
章
︒diam

ond

の
指
環
︵
財
產
のall

︶︒
手
︵
子

供
じ
み
た
る
︶︒
五
十
八
︒ 
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左 

翡
翠 

上
衣 

蘭
花 

右 

金
銀 

褲 

サ
ヤ
ガ
タ 

Dick 

細
目 

暬
肉 

眶 

揉
上
げ
な
し
︒
口
元
の
皺 

vivid 

58、 

Diamond 

□
頸
元
に 

 

と
翡
翠
の
動
章
︒ 

diamond 
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桃
色
と
鋼
青
︵
紺
綠
︶ 

 
 

 
 

 
 

胡
弓
に
合
せ
て
唄
ふ
女 
足
を
重
ね
て
坐
す 

 

浅
黄
の
風
呂
布
︑ 

黒
衣
の
男
︑
鼠
の
中
折
︑ 

黒
衣
の
婆
︑
金
の
腕
環
︑ 

琵
琶
︑
赤 

鏡
︵
金―

梅
竹
︶
綠
の
セ
ル
ロ
イ
ド
の
櫛 

106 

◯
鏡
︵
金―

梅
竹
︶
綠
の
セ
ル
ロ
イ
ド
の
櫛
◯
黑

衣
の
婆
︑
金
の
腕
環
︑
琵
琶
◯
黑
衣
の
男
︑
鼠
の

中
折
︑
淺
黃
の
風
呂
布 

◯
胡
弓
に
合
せ
て
唄
ふ
女
︑
足
を
重
ね
て
坐
す
︒

秦
樓
︑
桃
色
と
鋼
靑
︵
紺
緣
︶︒ 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
六 

南
国
の
美
人
︵
中
︶︼ 
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秦
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腕
時
計
︵
左
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

neck
の

neck
lace 

眞
珠
の
環
︵
右
︶      

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藍
と
銀 

 
 

 
 

末
香
︵
左
胸
︶ 

紫
□
緞
子 

金
と
宝
石
の
蝶
︵
右
胸
︶
髪
紐
︵
桃
色
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
磁
色
の
褲
子
︵
織
紋
︶
ス
ガ
ホ 

眞
珠
の
胸
紐
︒
□
腕
時
計 

耳
飾

pearl
︑
髪
紐 

愛
春 

薄
紫
に
白
の
織
紋 

翡
翠
の
蝶 

左 

ド
ン
子 

 
 

 
 

 
 

胸 

     
   

107 

︻﹁
上
海
游
記
﹂十
五 

南
国
の
美
人︵
上
︶︑十
六 

南

国
の
美
人
︵
中
︶︼ 

︻
ス
ガ
ホ
︼
素
顔
︒ 

◯
愛
春
︒
薄
紫
に
白
の
織
絞
︵
ド
ン
子
︶︒
翡
翠
の

蝶︵
左
胸
︶︒眞
珠
の
胸
紐
︒腕
時
計
︒耳
飾pearl. 

髮
紐
︵
靑
色
︶︒
靑
磁
色
の
褲
子
︵
織
絞
︶︒
ス
カ

ホ
︒ 

◯
時
鴻
︒金
と
寶
石
の
蝶︵
右
胸
︶︒髮
紐︵
桃
色
︶︒

木
香
︵
左
胸
︶︒
紫
緞
子
︵
藍
と
銀
︶︒
江
西
の
人
︒

舊
風
︒
紅
︒
指
環
二
つ
︒pearl

のneck-lace. 

眞

珠
の
環
︵
右
︶︒
時
計
︵
左
︶︒ 
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環
二
つ 

旧
風―

紅―

指 

江
西
の
人 

︵
青
色
︶ 

時
鴻 
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河
南
路
文
明
書
局 

小
説
大
観 

小
説
畫
報 

晶
報 

一
年
有
半 

小
有
天
﹁
道
々
非
常
道 

天
々
小
有
天
﹂ 

清
道
人
︵
道
可
道
非
常
道
︶︵
道
装 

108 

◯
小
有
天
﹁
道
々
非
常
道
︑
天
々
小
有
天
﹂
◯
淸

道
人
︵
道
可
道
非
常
道
︶
道
裝 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
五 

南
国
の
美
人
︵
上
︶︼ 

︻
文
明
書
局
︼﹃
小
説
大
観
﹄・﹃
小
説
畫
報
﹄
は
︑
上
海

文
明
書
局
よ
り
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
︒
ど
ち
ら
も
包
天
笑

が
編
集
主
任
を
務
め
た
︒ 

︻
晶
報 

一
年
有
半
︼﹃
晶
報
﹄は
一
九
一
九
年
に
創
刊

さ
れ
た
上
海
の
新
聞
︒
包
天
笑
の
作
品
に
︑﹃
晶
報
﹄
で

掲
載
さ
れ
た
﹁
一
年
有
半
﹂︵
未
調
査
︶
が
あ
る
︒ 

元版 p802/現行版 p363 



92 

 

鄭
孝
胥
も
ひ
き
立
て
た
由
︑ 

     
   

109 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
三 

鄭
孝
胥
氏
︼ 

◯
鄭
孝
胥
も
ひ
き
立
て
た
由
︒ 
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李
人
傑 

 
 

□ 

ツ
メ
テ
□ 

悪
臭
の
﹇
約
一
行
不
明
﹈︒ 

す
︵
三
脚
︶﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

エ
ノ
グ
箱
を
﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

ピ
ア
ノ
を
ひ
く
□
□
□ 

く
ヴ
ガ
ボ
ン
ド
︑
学
校
に
て 

信
濃
を
め
ぐ
り
あ
る 

110 

◯
李
人
傑 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
八 

李
人
傑
氏
︼ 

︻
ヴ
ガ
ボ
ン
ド
︼vagabond

︒
放
浪
者
︑
さ
す
ら
い
び

と
の
意
︒
バ
ガ
ボ
ン
ド
︒ 

︻
清
華
学
堂
︼
清
華
大
学
の
前
身
︒
清
華
大
学
に
現
存

す
る
︒ 
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梁
啓
超
氏 

清
華
学
堂
︵
北
京
︶ Bridge 

 House 
  Hotel. 

ざ
い
ま
す 

お
は
□
□
で
ご 



94 

六
㦮
︑
自
家
田
に 

卵
五
㦮 

養
蠶
期 

蚕
取 

指
を
蠶
に
ま
く 

葱
の
中
の
□ 

シ
タ
ノ
ヲ
︶
男 

桶
ニ
塩
ヲ 

テ
女
□
□
□
︵
人
ノ
□
□ 

金
魚
ヤ
﹇
約
一
行
不
明
﹈ 
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全
集
未
収
録 

 

妻 髙
橋
八
五
郎 

カ
マ
ボ
コ
ヤ ル 入 

婦
人
︒
お
□
な
し
︒ 

毒
下
し 

西
徳
へ
薬
を
か
ひ
に
来
る
︒ 

酒
の
み
一
週
間
通
す
と 

髙
橋
の
坊
主 

り
提
灯
を
下
ぐ 

坊
主
︑ 

の
だ
﹂
夜
来
る 

手
拭
を
か
ぶ 

女
隠
居
﹁
□
ハ
︑
何
と
す
る 

る
︑
ハ
チ
マ
キ
︑
出
刃
︑
西
徳
の 

妻
を
殺
す
と
て
西
徳
へ
来 

×娘 ケンカンを入る 
日本橋の藝妓 

長
女 

長
男 

或
□
□ 

〇
子 

財
産
ア
ニ
テ 

キ
文
の
女
房 

ガ
ス
の
為 

頭
毛
な
し 

ド
ク 

交
る 

そ
の
外
人 

り
︑
東
京
に
て
も 

と
懇
意
に
な 

関
西
に
て
外
人 仲 

シ 

ア 
が
む 

客
お 

れ
と
云
ふ 

 
 

父
に
か
へ 

〇
子
へ
か
け 

電
話
を 

文
よ
り 

×

娘
キ 

家
へ
が
へ
ら
ず 

ド
ウ
ラ
ク 

婿 ＋ 次
女
・ 
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Ku Hung Ming 
Furuno 
A.Watts 
 

112 

全
集
未
収
録 

 

︻﹁
北
京
日
記
抄
﹂
二 

辜
鴻
銘
先
生
︼ 

︻Ku H
ung M

ing

︼
辜
鴻
銘
の
英
語
表
記
︒ 
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姚
首
源 

 

古
今
偽
書
考 

 

池
北
偶
談 

 

王
阮
亭
︑ 

 

該
余
叢
攷 

 

趙
翼 

 

浩
然
斎
雅
談 

周
密 

 

黒
の
緞
子 

織
紋 

 
 

 
 

 
 

梁
谿
漫
志 

費
袞
補
之 

桃
色
の
宝
づ
く
し
の
緞
子        
春
渚
紀
聞  

何
薳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

師
友
紀
談 
李 

114 

◯
桃
色
の
寶
づ
く
し
の
緞
子
︒
◯
黑
の
緞
子
︑
織

紋
︒ 

◯
師
友
紀
談
︑
李
元
攷
◯
春
渚
紀
聞
︑
何
薳
◯
梁

谿
漫
志
︑
費
袞
補
之
◯
浩
然
齋
雅
談
︑
周
密
◯
該

余
叢
攷
︑
趙
翼
◯
池
北
偶
談
︑
王
阮
亭
◯
姚
首
源
︑

古
今
僞
書
考 

︻﹁
上
海
游
記
﹂十
六 

南
国
の
美
人︵
中
︶︑十
七 

南

国
の
美
人
︵
下
︶︼ 

︻
池
北
偶
談
︼
芥
川
の
旧
蔵
書
に
康
煕
三
十
年
序
の
同

書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
中
国
旅
行
中
に
購
入
し
た

か
︒ 

︻
該
余
叢
攷
︼
趙
翼
著
﹃
陔
余
叢
攷
﹄
の
誤
り
︒ 

︻
師
友
紀
談
︼
李
廌
撰
﹃
師
友
談
紀
﹄
の
誤
り
︒ 
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廌 □
□
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M
氏 

白
き
馿
馬
が
こ
ろ
が
る
一
匹
は
行
き 

痒
い
ん
だ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
―

 

千
坎
堂 

 
 

 

報 

時
事
新
□
社
の
暗
き
壁
に
世
界
図 

杏
の
種
を
わ
り
て
食
ふ
三
人 

雅
叙
園
の
茶
に
玫
瑰
の
花
の
匀 

わ
が
友
が
小
便
す
る
石
だ
た
み
の
黒
み
草
疎 

       
   

115 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
五 

南
国
の
美
人
︵
上
︶︑
二
十
一 

最
後
の
一
瞥
︼ 

わ
が
友
が
小
便
す
る
石
だ
た
み
の
黑
み
草
疎 

雅
叙
園
の
茶
に
玫
瑰
の
花
の
匀 

杏
の
種
を
わ
り
て
食
ふ
三
人 

時
事
新
報
社
の
暗
き
壁
に
世
界
圖 

千
坎
堂 

白
き
驢
馬
が
こ
ろ
が
る
一
匹
は
行
キ
︵
痒
い
ん

だ
よ―

M
氏
︶ 
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卍
字
欄
に
干
し
物
の
ひ
る
が
へ
る
青
空 

黒
き
門
に
眞
鍮
の
鐶
あ
る
午
後 

世
界
戦
争
後
の
改
造
文
学
の
超
国
家
性 

老
爺
が
火
を
す
り
く
る
る
小
説
の
話 

三
階
な
れ
ば
桜
し
ら
じ
ら
と
︵
日
本
よ
り
の
︶ 

雪
毬
に
日
う
す
日
さ
す
竹
林
の
前 

黒
色
の
馬
褂
児 

灰
鼠
色
の
長
褂
児 

116 

◯
鼠
色
の
長
褂
児 

黑
色
の
馬
褂
児 

雪
毬
に
う
す
日
さ
す
竹
林
の
前 

三
階
な
れ
ば
櫻
し
ら
じ
ら
と
︵
日
本
よ
り
の
︶ 

老
爺
が
火
を
す
り
く
る
る
小
説
の
話 

世
界
戰
爭
後
の
改
造
文
學
の
超
國
家
性 

黑
き
門
に
眞
鍮
の
鐶
あ
る
午
後 

卍
字
欄
に
干
し
物
の
ひ
る
が
へ
る
靑
空 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
三 

鄭
孝
胥
氏
︼ 
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鄭
孝
胥―

鄭
垂 

段
内
閣 

殷
汝
驪 

前
財
政
次
長 

呉
景
濂 

衆
議
院
議
長 

     
   

117 

︻﹁
上
海
游
記
﹂十
三 

鄭
孝
胥
氏
︑二
十
一 

最
後
の

一
瞥
︼ 

 

全
集
未
収
録 
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燈
籠
な
ら
び
線
香
長
し 

赤
面
の
官
人
の
木
像
か
な
し
錫
箔 

緋
の
幕
に
金
字
け
む
る 

ク
ー
リ
ー
の
背
中
の
赤
十
字
に
雨
ふ
る 

     
   

119 

 

◯
ク
ー
リ
ー
の
背
中
の
赤
十
字
に
雨
ふ
る 

緋
の
幕
に
金
字
け
む
る 

赤
面
の
官
人
の
木
像
か
な
し
錫
箔 

燈
籠
な
ら
び
線
香
長
し 

元版 p801/現行版 p362 
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章
炳
麟 

千
坎
□
︵ 

 
 

 

∧
︶ 

120 

全
集
未
収
録 

 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
一 

章
炳
麟
氏
︼ 

 

□
□
路 

山
東
路 



102 

 
 

 
 

 

馭
者
の
一
人
は
眠
る
白
馬
な
り
麥
畠 

ア
カ
シ
ア 

木
の
芽
の
芽
匀
ふ
路
ば
た
の
ア
マ 

能
成
に
似
る
印
度
人
の
巡
査 

紅
桃
の
中
に
西
洋
舘
あ
る
啼
鴉 

花
菜
畑
に
灰
色
煉
瓦
の
墓
二
つ 

春
日
に
と
ぶ
首
白
が
ら
す 

ゴ
ル
フ
人
に
芝
生
青
々 

 

     
   

121 

︻﹁
上
海
游
記
﹂
二 

第
一
瞥
︵
上
︶︼ 

︻Avenue Joffre

︼
上
海
の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
あ
っ
た

主
要
道
路
︒
中
国
名
は
﹁
霞
飞
路
﹂︒
現
在
の
淮
海
路
︒ 

 

◯
ゴ
ル
フ
人
に
芝
生
靑
々 

春
日
に
と
ぶ
首
白
が
ら
す 

花
菜
畑
に
灰
色
煉
瓦
の
墓
二
つ 

紅
桃
の
中
に
西
洋
館
あ
る
啼
鴉 

◯Avenue Joffre 

能
成
に
似
る
印
度
人
の
巡
査 

ア
カ
シ
ア
の
芽
匀
ふ
路
ば
た
の
ア
マ 

馭
者
の
一
人
は
眠
る
白
馬
な
り
麥
畠 

元版 p800～801/現行版 p361～362 

Avenue  
Joffre 
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岡 

𢈘𢈘
門
著 

観
光
紀
游 

笠
翁 

甘
肅
蘭
州 

  
 

 
 

 
 

 
 

□
□ 

鴨
群
︑
四
つ
手
網
︵
大
︶ 

122 

鴨
群
︑
四
つ
手
網
︵
大
︶ 

 

︻
岡
𢈘𢈘
門
著 

観
光
紀
游
︼﹁
𢈘𢈘
﹂
は
﹁
鹿
﹂
の
略
字
︒

岡
鹿
門
は
﹃
観
光
紀
游
﹄
の
著
者
︒
同
書
は
﹁
奇
遇
﹂

︵
大
十
・
四
︶
に
所
出
︒﹁
奇
遇
﹂冒
頭
で
列
挙
さ
れ
た
︑

中
国
旅
行
直
前
の
﹁
小
説
家
﹂
が
﹁
未
だ
に
読
み
切
れ

な
い
﹂﹁
読
む
筈
だ
つ
た
紀
行
や
地
誌
﹂
中
の
一
冊
で
︑

列
挙
さ
れ
て
い
る
中
で
唯
一
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵

芥
川
文
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
で
あ
る
︒ 

︻
笠
翁
︼
明
末
清
初
の
文
人
・
戯
曲
作
家
李
漁
の
号
︒

日
本
近
世
の
画
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
﹃
芥
子
園

画
伝
﹄
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
︒
ま
た
︑
作
品
に
﹃
肉

蒲
団
﹄
が
あ
り
︑
大
正
十
年
三
月
二
十
六
日
付
沢
村
幸

夫
宛
書
簡
で
同
書
に
言
及
し
て
い
る
︒︻﹁
上
海
游
記
﹂

十
七 

南
国
の
美
人
︵
下
︶︼ 

元版 p800/現行版 p361 
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柳 

山
羊 

ア
ン
ペ
ラ
屋
根 

菜 

る
舟 

黄
旗 

赤
布
包
の
棺 

ジ
ヤ
ン
ク
四
五
人 

葬
を
お
く 

船
尾
に
煤
け
た
る
日
章
旗 

薬
入 

名
刺
入 

カ
ラ
□ 

万
年
筆 

メ
ガ
ネ 

ナ
イ
ト
キ
ヤ
ツ
プ 

藍
衣
黒
衣
の
支
那
人 

□
冠 

     
   

123 

 

藍
衣
黑
衣
の
支
那
人
︑
倭
冦 

船
尾
に
煤
け
た
る
日
章
旗 

黃
旗
︑
赤
布
包
の
棺
︑
ジ
ヤ
ン
ク
四
五
人
︑
葬

を
お
く
る
舟 

柳
︑
山
羊
︑
ア
ン
ペ
ラ
屋
根
︑
菜 

元版 p800/現行版 p361 
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ア
□
ン
ペ
ラ
︑
布
帆 

舟
色
の
赤
︑
緑
︑
コ
バ
ル
ト
藍 

川
の
病
む
黄
疸
の 

舟
の
帆
の
日
陰
蝶 

ジ
ヤ
ク
の
帆
煙
る
ブ
イ
の
緑
青
色 

水
平
の
赭
水
紫
立
つ
朝
な
り 

星
影
に
船
員
が
仰
ぐ
六
分
儀 

 
2435,23 

 

荒
る
ゝ
海
に
鴎
と
び
甲
板
の
ラ
シ
ヤ
メ
ン 

ア
メ
リ
カ
人
が
う
つ
タ
イ
プ
ラ
イ
ア
に
荒
る
る 

124 

ア
メ
リ
カ
人
が
う
つ
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ア
に
荒
る

る 

荒
る
ゝ
海
に
鷗
と
び
甲
板
の
ラ
シ
ヤ
メ
ン 

星
影
に
船
員
が
仰
ぐ
六
分
儀 

水
平
の
赭
水
紫
立
つ
朝
な
り 

ジ
ヤ
ン
ク
の
帆
煙
る
ブ
イ
の
綠
靑
色 

川
の
病
む
黃
疸
︑
舟
の
帆
の
日
陰
蝶 

ア
ン
ペ
ラ
︑
布
帆
︑
丹
色
の
赤
︑
綠
︑
コ
バ
ル

ト
︑
藍 

︻﹁
上
海
游
記
﹂一 

海
上
︑﹁
江
南
游
記
﹂二
十
二 

大

運
河
︼ 

元版 p800/現行版 p361 
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支
那
人
の
ボ
イ
が
入
日
を
見
る
額
の
廣
さ 

海
上
の 

サ
ル
ー
ル
ン
に
常
磐
木
の
鉢
あ
る 

水
夫
ら
が
甲
板
を
拭
ふ
椰
子
の
実
よ
海
よ 

船
室
の
□
リ
ン
ネ
ル
の
船
窓
か
け
に
入
日 

 
Trapist  

白
雲
観―

北
京
︑ 

     
   

125 

 

◯Trapist 

白
雲
觀―

北
京 

◯
船
室
の
リ
ン
ネ
ル
の
窓
か
け
に
入
日 

水
夫
ら
が
甲
板
を
拭
ふ
椰
子
の
實
よ
海
よ 

海
上
の
サ
ル
ー
ン
に
常
磐
木
の
鉢
あ
る 

支
那
人
の
ボ
イ
が
入
日
を
見
る
額
の
廣
さ 

元版 p799～800/現行版 p360～361 
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三
遊
洞 

 

徐
霞
客
遊
記 

岡 
 

 
 

 

︵
漢
口
︶ 

 

宗
方
小
太
郎 

︵
上
海
︶ 

 
 

 
 

 
 

二
号
南
皮
張
□ 

張
長
︵
万
里
︶ 

天
津 

河
北 

園
後
詘
実
里
門
牌 

126 

◯
三
遊
洞
︒
徐
霞
客
遊
地
︒ 

︻
宗
方
小
太
郎
︼
東
亜
同
文
会
の
創
設
関
係
者
︒
芥
川

と
会
っ
て
い
た
こ
と
は
︻﹁
江
南
游
記
﹂
八 

西
湖

︵
三
︶︼
で
確
認
で
き
る
︒ 

︻
岸
田
吟
香
︼
東
亜
同
文
会
の
創
設
関
係
者
︒
芥
川
は

同
会
が
明
治
三
十
三
年
に
創
設
し
た
東
亜
同
文
書
院

を
訪
問
し
て
い
た
︒︻﹁
上
海
游
記
﹂
十
九 

日
本
人
︼ 

︻
南
皮
︼
南
皮
は
清
末
﹁
四
大
名
臣
﹂
の
一
人
で
あ
る

張
之
洞
一
族
の
故
地
︒
張
長
︵
万
里
︶
も
縁
者
か
︒ 

元版 p799/現行版 p360 

岸
田
吟
香 
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ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
に

num
ber
を
つ
け
春
雨
を
ひ
く 

仙
人
の
松
に
上
り
登
天
の
説 

 
 

 
 

 
房
子
ノ
夫 

な
り
︒ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
居
る 

祖
母
に
内
證 

使
に
行
く
と
云
ふ 

髪
□
の
ぶ
ら
下
り
し
は
は
お
の
れ 

□
髪
を
切
つ
て 

釈
迦
に
入
学
試
験
を
祈
る
︵
お
百
度
︶ 

髻 
 

 
 

久
夢
日
記 

天
□
和
三
年
ノ
の
事 

 
      

   

127 

︻
髪
を
切
っ
て
・
お
百
度
︼
断
髪
の
話
︑
お
よ
び
家
族

に
黙
っ
て
お
百
度
を
踏
む
話
は
︑﹁
雛
﹂︵﹁
中
央
公
論
﹂︑

大
十
二
・
三
︶
に
も
見
ら
れ
る
︒ 

︻
仙
人
︼﹁
サ
ン
デ
ー
毎
日
﹂
創
刊
号
︵
大
十
一
・
四
・

二
︶
に
掲
載
︒
大
正
十
年
三
月
十
九
日
︑
芥
川
が
中
国

旅
行
の
た
め
に
東
京
を
離
れ
︑
大
阪
滞
在
中
で
執
筆
し

た
と
さ
れ
る
︒ 

︻
房
子
︼﹁
影
﹂︵﹁
改
造
﹂︑
大
九
・
九
︶
の
主
人
公
陳

彩
の
妻
と
同
名
︒
ま
た
︑
の
ち
佐
佐
木
茂
作
の
妻
と
な

っ
た
大
橋
房
子
と
も
同
名
︒
大
正
九
年
八
月
四
日
・
十

一
月
十
一
日
な
ど
の
佐
佐
木
宛
書
簡
に
︑
大
橋
房
子
に

つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
︒ 

◯
髻
文
覺

業
平 

久
夢
日
記 

天
和
三
年
の
事 

◯
髮
を
切
つ
て
釋
迦
に
入
學
試
驗
を
祈
る
︵
お
百

度
︶︒
祖
母
に
内
證
︒
使
に
行
く
と
云
ふ
︒
髮
の
ぶ

ら
下
り
居
る
は
お
の
れ
な
り
︒ 

◯
仙
人
の
松
に
上
り
登
天
の
話
︒ 

◯
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
にnum

ber

を
つ
け
春
雨
を
ひ

く
︒
房
子
の
夫
︒ 

元版 p799/現行版 p360 

業
平 

文
覚 
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美
し
き 

   

マ
ダ
ム
ボ
ヷ
リ
イ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

旧
事
記 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
田
義
俊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

帽
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

色
黄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
よ
り
﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

 

襴
衫
︵
衣
︶ 

□
衣 

 

き
ら
め
﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

庭
の
空 

木
の
う
ら
に
蟬
一
声
や
月
明
り 

128 

◯
庭
の
空
に
蟬
一
聲
や
月
明
り 

◯
舊
事
記
誦
先
代
之
舊
辭―

古
事
記 

 
 

 
 

太
平
記
未
來
記
の
條 

 
 

 

◯
美
し
き hum

our. 

マ
ダ
ム
ボ
ヷ
リ
イ
︒ 

 

元版 p799/現行版 p360 

太
平
記
未
来
記
の
條 

誦
先
代
之
旧
辞―

古
事
記 

humor 

水
干 

多
田
義
俊 
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天
津 

と
き
わ 

北
京 

林
□
□
□ 

206 

全
集
未
収
録 

 

 



111 

 

竹
の
雪
︑ 

 
      

   

207 

 

全
集
未
収
録 

 



112 

       
 

           

山
口
縣
萩
湾 

肥
島
農
園
︑ 

208 

全
集
未
収
録 
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池
崎
操 

G
radiva

：Freude 

210 

全
集
未
収
録 

︻G
radiva

︼
小
説
﹃
グ
ラ
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
﹄︵1903

︶
は

ド
イ
ツ
の
作
家
イ
ェ
ン
ゼ
ン
︵Jensen W

ilhelm
 

1837.2.15

～1911.11.24

︶
に
よ
る
︑
ポ
ン
ペ
イ
を
舞

台
に
し
た
作
品
︒
フ
ロ
イ
ト
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら

れ
︑
そ
の
成
果
は
精
神
分
析
の
文
学
理
論
の
さ
き
が
け

と
な
っ
た
︒ 

︻Freud

︼フ
ロ
イ
ト︵Freud Sigm

und 1856.5.6

～

1939.9.23

︶︑
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
精
神
分
析
学
者
︒  
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菊
池
寛 

 
 

久
米
正
雄 

 
 

里
見
弴 

小
宮
豊
隆 

 

久
保
田
万
太
郎 
斎
藤
茂
𠮷𠮷 

 

島
木
赤
彦 

 

藤
森
淳
三 

 
 

岡
栄
一
郎 

 

佐
々
木
茂
索 

中
村
武
羅
夫 

 

岡
本
綺
堂 

 

薄
田
泣
菫 

 

滝
井
折
柴 

 
 

与
謝
野
晶
子 

豊
島
与
志
雄 

宇
野
浩
二 

 
 

江
口
渙 

212 

全
集
未
収
録 

大
正
十
年
三
月
十
九
日
付
中
根
駒
十
郎
宛
書
簡
中
の

﹃
夜
来
の
花
﹄の
献
本
リ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
︑﹁
小
宮

豊
隆
﹂
と
﹁
久
保
田
万
太
郎
﹂
の
順
番
が
前
後
し
て
い

る
こ
と
を
除
き
︑
ほ
か
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
︒  
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南
部
修
太
郎 

加
藤
武
雄 

室
生
犀
星 

 

谷
崎
潤
一
郎 

     
   

213 

﹃
夜
来
の
花
﹄
の
献
本
リ
ス
ト
の
続
き
︒ 

全
集
未
収
録 
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﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

﹇
約
一
行
不
明
﹈ 

222 

全
集
未
収
録 

 

 

 
 

 
 

お
ひ
や
の
が
れ
し 

□
□
□
ハ
と
ま
□
□
ひ 
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筆
記
用
具
一
覧
表 

 
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
に
お
け
る
翻
刻
に
際
し
て
は
画
像
編
集
ソ

フ
トP

h
o

to
sh

o
p

を
用
い
て
色
調
を
補
正
し
、
芥
川
の
メ
モ
を
鮮
明
化
し
た
。

本
稿
中
の
図
版
も
、
上
記
補
正
を
し
て
い
る
。
一
方
で
メ
モ
は
複
数
の
筆
記
用

具
で
書
き
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
す
べ
て
黒
一
色
に
見
え
て

し
ま
い
、
区
別
し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
難
点
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
補
正

前
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
で
筆
記
用
具
の
色
を
確
認
し
、
一
覧
表
を
作
成
し
た
。 

 

本
表
は
、
筆
記
用
具
の
色
の
ほ
か
に
、
本
稿
で
割
愛
し
た
翻
刻
対
象
外
の
ペ

ー
ジ
の
基
本
状
況
（
空
欄
・
印
字
・
欠
損
）
も
掲
載
し
て
い
る
。 
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注 （

1

）
発
表
内
容
に
つ
い
て
は
、
章
瑋
「
芥
川
龍
之
介 

一
九
二
一
年
の
中
国
旅
行
と
「
奇

遇
」
の
虚
実―

 

「
絹
帽
子
」
と
「
「
雛
」
草
稿
」
の
直
筆
資
料
か
ら
見
え
る
も
の―

」（
『
芥

川
龍
之
介
研
究
』
第
十
五
号
、
令
和
三
年
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（

2

）
西
山
康
一
「
新
発
見
の
封
筒
が
持
つ
可
能
性 

実
物
に
よ
り
見
え
て
く
る
い
く
つ

か
の
疑
い
」
、『
芥
川
龍
之
介
研
究
年
誌
』
第
五
号
、
平
成
二
十
三
年
七
月 

（

3

）
西
山
氏
の
ご
指
摘
に
よ
り
、
稿
者
が
「
手
帳
六
」
の
翻
刻
に
取
り
か
か
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
注
（

1

）
の
注
二
十
一
に
も
記
し
て
い
る
。 

（

4

）「
𢈘
」
は
「
鹿
」
の
略
字
。 

（

5

）
水
沢
不
二
夫
「
芥
川
全
集
「
手
帳
（
六
・
七
）」
未
収
録
分―

【
梗
概
】
新
版
全

集
未
収
録
分
の
翻
刻
及
び
書
簡
、『
支
那
遊
記
』
、『
湖
南
の
扇
』
を
め
ぐ
る
注
釈
」、『
近
代

文
学
注
釈
と
批
評
』
五
、
平
成
十
五
年
五
月 

（

6

）
石
割
透
「
芥
川
龍
之
介
の
手
帳
や
ノ
ー
ト
断
片―

藤
沢
市
文
書
館
所
蔵
「
葛
巻
文

庫
」
か
ら
」
、『
有
鄰
』
第
三
百
六
十
九
号
、
平
成
十
年
八
月 

（

7

）
櫟
原
直
樹
「
葛
巻
文
庫
の
芥
川
龍
之
介
自
筆
資
料―

ノ
ー
ト
断
片
・
草
稿
断
片
・

手
帳―

」
、『
藤
沢
市
文
書
館
』
紀
要
二
十
一
、
平
成
十
年
三
月 

（

8

）「
手
帳
六
」
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
番
号
は
「9

6
‐

1
2
‐

0
0

0
0

8
4

」
か
ら
始

ま
り
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
十
二
月
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

（

9

）
注
（

7

）
に
同
じ
。 

（

10

）
注
（

7

）
に
同
じ
。 

（

11

）
注
（

7

）
に
同
じ
。 

（

12

）
注
（

5

）
に
同
じ
。 

（

13

）
注
（

5

）
に
同
じ
。 

（

14

）
欠
損
ペ
ー
ジ
を
除
く
、
正
し
い
ペ
ー
ジ
順
を
保
つ
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
直
接
翻

刻
の
底
本
に
使
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
モ
ノ
ク
ロ
で
紫
色
の
染
み
が
黒
く
写
り
、
翻
刻

で
き
る
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。 

（

15

）
小
林
茂
樹
『
最
新
版 

図
解 

よ
く
わ
か
る
印
刷
発
注
の
た
め
の
実
務
知
識
』
、

同
文
舘
出
版
株
式
会
社
、
令
和
二
年
一
月 

（

16

）
メ
モ
が
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
番
号
一
二
七
と
一
二
八
の
間
に
、
一

コ
マ
の
撮
影
漏
れ
が
あ
る
。 

（

17

）
日
記
欄
の
見
開
き
一
コ
マ
分
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
資
料
番
号
一
一
六
と
一
一
七

の
間
相
当
。
注
（

5

）
水
沢
論
で
は
こ
の
見
開
き
を
現
存
し
な
い
ペ
ー
ジ
に
計
上
し
て
い
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る
。 

（

18

）
注
（

7

）
櫟
原
論
に
、「
日
記
欄
の
四
月
一
一
日
〜
四
月
三
◯
日
の
四
頁
分
が
欠

損
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（

19

）
注
（

5

）
水
沢
論
に
お
い
て
、「
五
月
三
十
一
日
か
ら
六
月
五
日
分
」
が
現
存
し

な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

（

20

）
翻
刻
及
び
略
注
は
、
注
（

5

）
水
沢
論
を
参
照
し
た
。
翻
刻
に
関
し
て
は
、
水

沢
論
と
の
異
同
を
一
々
示
さ
な
い
。
ま
た
本
稿
略
注
に
関
し
て
は
、
水
沢
論
と
の
重
複
を

避
け
、
一
部
の
補
足
お
よ
び
判
読
困
難
箇
所
に
関
す
る
情
報
、
並
び
に
関
係
作
品
の
指
摘

の
み
に
留
め
た
。 

 

※
翻
刻
を
除
い
た
引
用
は
、
適
宜
新
字
体
に
改
め
た
。
本
稿
で
掲
載
し
た
図
版
の
撮
影
に

際
し
て
は
、
藤
沢
市
文
書
館
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
、
服
部
徹
也
氏
（
東
洋
大
学
）・
出
口

誠
氏
（
金
沢
学
院
大
学
）
の
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
の
「
手
帳
六
」
の
復

元
に
関
す
る
部
分
（
第
四
節
の
一
部
）
は
、
令
和
四
年
三
月
に
行
わ
れ
た
国
際
芥
川
龍
之

介
学
会IS

A
S

第1
6

回
国
際
大
会
に
お
い
て
、「
芥
川
龍
之
介
「
手
帳
六
」
考
続
貂―

「
手

帳
六
」
の
復
元
と
フ
ロ
イ
ト
に
つ
い
て―

」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
。
そ
の
際
に
伊
藤

一
郎
氏
か
ら
「
普
及
版
全
集
」
に
お
け
る
「
手
帳
」
翻
刻
の
異
同
問
題
を
ご
教
示
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
現
存
し
な
い
「
手
帳
六
」
の
六
十
五
ペ
ー
ジ
の
発
見
（
「
普
及
版
全
集
」
の

「
月
報
」
第
五
号
に
掲
載
）
に
繋
が
っ
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な

お
本
稿
はJS

P
S

特
別
研
究
員
奨
励
費2

0
J1

0
7

5
0

の
研
究
成
果
の
一
部
に
当
た
る
。 
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